A Short History of the Study of English in Ryukyu by 宮永 孝
琉球における英学発達小史
著者 宮永 孝
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会志林
巻 59
号 1
ページ 226-141
発行年 2012-07
URL http://hdl.handle.net/10114/7350
226（1）
琉球における英学発達小史
はじめに洋学とは、西洋の学問とか語学をまなぶ意である。西洋語学の中でも、とりわけ英学と呼ばれるものは、英語・英文学、広くイギリスについて
学ぶことの意と解せられている。が、本稿においては英語学習の意味として用いてある。
薩摩（鹿児島）の南二百四十里あまりの海にうかぶ琉球（いまの沖縄）は、 ともと小さいながらも王国であった。全島緑でおおわれた美しい
島であった。十五世紀はじめ尚
しょう
氏（中山王）が全土を統一し、王朝の礎をすえ、明に朝
ちょう
貢こう
（天子にみつぎものを奉る）し、中国文化を輸入した。
が、十七世紀はじめに島津に武力征服され、その
付ふ
庸よう
国（従属国）となり、明治十年代のはじめまで日中両国に帰属した。明治十二年（一八七
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九）三月、日本政府は琉球にたいして廃藩置県を命じ、二個中隊をもって首里城を接収した。さらに四月上旬、琉球藩を廃し沖縄 おき 新政府の直轄地とした。
一小国家を形成していた琉球は、数百年のながきにわたり島津の圧政にくるし
み、さらに日本に帰属してからも圧制の桎
しっ
梏こく
から脱出できず、太平洋戦争ちゅう
は本土防衛の戦場となり、軍人・軍属・民間人など二十万人以上が亡くなった。戦後、沖縄はアメリカの統治下にお れ、昭和四十七年（一九七二）全面返還されるまで ながく政治的自主性なき県として存続した。が いまは米軍基地をめ
ぐっての大きな問題と直面している。
琉球（沖縄）の歴史は、被支配者の苦
く
患げん
と忍従のそれであった。このような島へも中国から冊
さっ
封ふう
子し
（使節）がやって来たし、十八、九世紀にな
ると、西洋の探検船、商船、軍艦などが寄港するようになった。日本においては、日蘭貿易や異国船の来航などが直接の動因となって、蘭通詞を中心に蘭学や英・仏・独・魯学などの勃興と発達をみた。が、琉球においては、幕末ちかくまで西洋語学と没交渉であった。
琉球においては、すべての文化や学問は島づたいに日本本土から伝わったのであるが、十四世紀以来、日本語と中国語（琉球人にとっては外国
語）が併存した。十五世紀のはじめ官生（留学生）が中国にわ るようになると、四書・五経・詩文・官話・史 ・暦学などが伝来した。漢字などは、仏僧が伝え 日本語法と音でよむ訓読と、中国音で読みくだす直読の二通りあった
（
1）
。
琉球に〝学校〟というものが誕生したのは十八世紀のことである。それまでは家庭において父兄や知者（賢いひと）から話を聞いたり、あるい
は富者の家で仏僧や学者の高説などを聴くにすぎなかった。やがてつぎのような学校が各地 つくられた。
国学………………………寛永四年（尚
しょう
温おん
四年、一七九八）首里に設けられた高等教育機関。
平ひら
等学校
　　　　

村
　
学校
………………
首里や那覇・泊に設けられた初等教育機関。読書・習字・算術などを教えた。上級クラスでは、 「四書」や案文（文章作法）をおしえた。
むかしの琉球人の図。
「外審容貌図画」（沖縄県立図書館蔵）より。
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筆算稽古所………………間切に設けられた地方役人養成機関。
琉球においては百姓や町人に学問は必要ないものと考えられ、役人になる士階級だけが学問を修めた
（
2）
。
　
日本本土 、幕末になると外圧が引き金となって、私塾や藩校、洋学所（のちの蕃書調所）などで西洋語学の教授が活発になるが、琉
球は泰平のなかでおだやかに暮らしていた。
＊
一
　
琉球（沖縄）における英学史研究の先駆者たち
琉球人は、外国船の来航がひんぱんになるまで、鎮国体制下で西洋語をまなぶ必要性は皆無であり、外交関係が生まれてはじ て中国語通事ら
を中心にその端緒をひらいた。琉球において英語学習が始動したのは十九世紀であり、英語教育にいたっては明治以降のことである。
琉りゅう
球きゅう
（沖縄）における英学の伝統についてはじめてくわを入れたのは誰であろうか。おそらくその先駆者は、豊田
実みのる
（一八八五～一九七二、
英文学者、九州帝国大学教授）であったかと思われる。かれが執筆 た「沖縄に於ける英学の伝統」 ［二七五～三三八頁］ （ 『日本英学史の研究』所収、岩波書店、昭和十四年二月 の「はしがき」 よると、本章ははじめ「沖縄英学史稿」と題して、岡倉
由よし
三郎（一八六八
～
一九三六、明
治・大正・昭和期の英語学者）の還暦の祝いに執筆した論文を『岡倉先生記念論文集』（研究社、昭和三年十二月）に寄稿したものという。旧稿は六二～九五頁まであり、再録するにあたり若干文章に手をくわえ、さらに図版（彩色版画）三点を入れた。『大阪毎日新聞』 『東京日々新聞』などが、東宮（皇太子の称）御成婚記念に寄附した学術奨励資金の中から、豊田は帝国学士院の割当をうけて、 「日本における英語発達史」の研究を手がけていたが、 「沖縄英学史稿」はその研究 一部であった。研究のきっかけとなったものは、昭和三年（一九二八）の春に一週間ばかり〝英語
講習〟のために
那な
覇は
に滞在したときである。内地からこの島に赴くとき、英学史の材
豊田実
『英学史研究』（第27号創立三十周年記念特
別号、日本英学史学会、1994）より。
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料をかなり得られることを予期していたが、案にたがわず、現地のひとびとの協力により、貴重な写本にいたるまで関係材料を示されたという。沖縄の旧記や沖縄関係の文献のうち、写本としては沖縄県立図書館が収蔵する『球陽』 『親見世日記』 『異国日記』 （沖縄）などを実見できた。
豊田のこの論文は、沖縄における英学史についてふれたり、また新たに起稿するさいの必見の資料である。いまも看過できない重要文献のひと
つとなっている。この史稿の構成は、つぎのようになっている。
はしがき一
　
沖縄と
W
illiam
 A
dam
s
二
　
琉球の記録による英艦
A
lcest 及び
L
yra 渡来の顛末
三
　
C
aptain H
all の観た当時の琉球
四
　
沖縄英学の祖
　
真栄平房昭
五
　
沖縄英学の伝達者
　
安仁屋
六
　
沖縄英学中興 祖
　
志朝忠
七
　
沖縄と中浜万次郎及び
B
. J. B
ettelheim
八
　
結語
　　
参考文献
この目次からも想像できるように、豊田論文は沖縄における初期の英学にかんする歴史を叙述したものといえる。昭和初期から平成のこんにちまで、沖縄の英学にかんして書かれたも は、けっして多いとはいえないが、筆者が目にふれることができた諸研
究につぎのようなものがある。論考、著書のタイトルと概要をしるす つぎのようになる。
㈠
　
亀かめ
川かわ
正しょう
東とう
「沖縄における英学の導入とその変遷について（その一） 」 （ 『琉球大学法文学部紀要
　
人文篇
　
第十二号』昭和
43・
4）
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㈡
　
亀川正東『沖縄の英学』 （研究者出版株式会社、昭和
47・
7）
㈢
　
池田哲郎「沖縄英学史」 （ 『英学史研究
　
第十四号』昭和
56・
10）
㈣
　
山下重一「沖縄の英学事始
―
真栄平房昭」 「悲劇の英学者
―
牧志朝忠」 （ 『英学史の旅』所収、御茶の水書房、平成
7・
2）
㈤
　
山下重一「琉球英語通事の系譜 「ペリー艦隊の来球」 『琉球・沖縄史研究序説』所収、御茶の水書房、平成
11・
7）
㈥
　
山下重一「琉球英語通事・安仁屋政輔」 （ 『英学史研究
　
第三十二号』平成
11・
10）
㈠は琉球大学の英語英文科教授の執筆になるものである。すでにふれた豊田論文は、沖縄の英学にかんする先駆的なしごととして、いまもその
価値を失っていない。が、 「それは主として文化十三年（一八一六）から牧志朝忠の死
―
すなわち文久二年（一八六二）にいたる英学の伝統に
ついて言及したものであって その後のことにふれていない」 （亀川）のである。
亀川は昭和四十年代
―
このへんで英語と沖縄の諸関係を研究して、それを記録にとどめねばならぬ、といった使命感から、改めて沖縄におけ
る英学研究に手を染め よう る。豊田実が沖縄における英学研究の開拓者第一号とすれば、亀川正東は第二号ということになる。亀川論文の内容は
―一
　
序
二
　
英学導入前夜の琉球
三
　
キリスト教の伝来と英語
四
　
W
illiam
 A
dam
s と琉球語と英語
五
　
B
roughton 船長の来航とヨーロッパ諸国の関心
六
　
B
. H
all と
J. C
lifford の英学事始
七
　
通事第一号
　
真栄平房昭
八
　
通事
　　　　
安仁屋
九
　
J. M
‚chleod と英語
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十
　
沖縄英学の後継者
　
牧志朝忠
㈠の論文（七九～一〇九頁）は一回かぎりでおわったものか、 （その二）は未見。その後、亀川は沖縄の英学について『時事英語研究』 （研究
社）誌上に「沖縄英語ことはじめ」と題し、昭和四十四年（一九六九）一月から同四十六年（一九七一）三月まで、二ヶ年有余にわたって連載し、それをまとめて単行本として出版したのが㈡である。本書は初期の沖縄英学の伝統はもとより、その後の英学の興亡盛衰のあとをたずね、廃藩置県から太平洋戦争前後、アメリカ統治にいたるま の全容を明らかにしようとしたものである（ 「プロローグ」 ） 。
この本は沖縄の英学について書かれた唯一の概説書であり、平易に書かれた好書である。全二二四頁から成る同書は、つぎのような項目につい
てしるされている。大きな見出しのみをつぎにしるしてみよう。
　　　
目
　
次
プロローグ一
　
初期、琉球と諸外国の交流
二
　
バジル・ホール来航の背景と英学の端緒
三
　
宣教師ベッテルハイム来球の周辺
四
　
ペリーの来球と中興の英学
五
　
廃藩置県と沖縄の英学㈠
　
旧来の沖縄の教育制度と英語
㈡
　
廃藩置県後の学校
㈢
　
廃藩置県後の英語教育の周辺
六
　
太平洋戦争前後の沖縄の英語 育㈠
　
戦争前の沖縄の師範学校・中学校の英語教育
㈡
　
太平洋戦争と英語教育の消長
㈢
　
米軍の占領と英学の需要
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㈣
　
米軍統治下の英語教育の振興
㈤
　
一
（（
（昭和九六六年の政府統計にみる沖縄の英語教育
　　
参考文献
　
あとがき
　
索引
㈢の執筆者は沖縄県解放国民大行進実行委員会委員長である。古い時代のことは略記し、太平洋戦争以後に重点をおいて執筆したものである。
とくに沖縄上陸作戦に通信班の記者として参加したアーニー・パイル（一九〇〇～四五、伊江島で戦死）の報道記事、沖縄の返還、参政権の復活、往来の自由などをもとめての運動などにふれ いる（三七～五二頁） 。
㈣は『古書通信』七六一号、七六五号、平成
4～同
5）に発表した小記事を刊本に収録したものである。㈤は新たに稿をおこして執筆したもの
である（八一～一〇四頁） 。㈥は沖縄英学史上枢要な地位を める安仁屋通事の言動についてしるしたものである（二五～三七頁） 。
沖縄は明治十二年（一八七九）の沖縄県設置まで「王国」であり、中国や東南アジア諸国（シャム、ジャワ、マラッカ、ベトナム）と外交や貿
易をおこない、美術工芸・文学・音楽・舞踊・建築においても独自の文化を形成していた〝琉球〟 （沖縄のこと）の呼称は、中国人が名づけたものであり、漢名に属している
（
3）
。中国の史書は、つぎのように呼んだ。
〝流
りゅう
虬きゅう
〟または〝流求
（
4）
〟 ………………………隋書
 
宋書
流鬼……………………………………………唐書琉球…… 元書
江戸時代において、 〝龍宮〟 、 〝留求〟 、 〝琉球〟などと記した。随書にみられる〝流虬〟の文字は、水 に浮かん い
竜りゅう
に由来するようである
（ 「通航一覧
　
巻之一」 ） 。
沖縄の名は和名であり、県民は ウチナー
（
5）
〟とよんでいる。沖縄は日
ヤマト本本土の最南端に位置する県であり、多くの島
とう
嶼しょう
（有人島、無人島）から
（8）219
成り、九州と台湾との間に〝弓状〟に分布している。とくに沖縄島（本島ともいう）は、琉球（沖縄）列島の中でも最大の島である。
その位置は
―
、
北緯二六・五度東経一二七・三八 ～一二八・二〇度
（
6）
である。
沖縄県は亜熱帯海洋性気候に属し、長い夏とみじかい冬が特徴
とされ、四季の変化ははっきりしていない。雨季は五月下旬から六月下旬であり、高温多湿である。夏には何度か台風に襲われる。経済についていえば戦前まで 農業国であったが、戦後は米軍基地依存型であり、基地の恒久化にともなって農業の地位が変容し、復帰後は観光主導型
（
7）
に変わってきている。
一
　
ヨーロッパ人による琉球諸島の発見
琉球諸島のことがヨーロッパ人に知られるようになった はい
つごろのことか。それは十六世紀の初頭のことであるようだ。ポルトガル人が東南アジアの港町で琉球人と出会うまえから、アジア沿岸を航行していた船乗りやアラブ商人たちから、琉球の島々のことを耳にしていたようである。
十八世紀のはじめのヨーロッパでは、琉球諸島についての 識
は、ひじょうにあいまいなものでしかなかった。が、フランス人
明治42年（1909）に作製した沖縄の地図。琉球の文字がみられる。〔筆者蔵〕
武金
中城
首里那覇
摩文仁
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イエズス会士アントワーヌ・ゴービル（一六八九～一七五九）は、一七一九年（康
こう
煕き
五十八年）に康
こう
煕き
帝てい
（一六五四～一七二二、清第四皇帝）の
命をうけて、正使・海宝の副使として琉球におもむいた徐
じょ
葆ほ
光こう
が著した『中山伝信録』に依拠して琉球についてくわしい報告書を作成した。ゴー
ビルのこの手記のおかげで、琉球諸島に関する知識が飛躍的に向上した。
ゴービルの手記は、つぎのような項目から成っている。
第一章
　
琉球諸島の名称と位置
第二章
　
琉球王国の年代記
第三章
　
島民の宗教・風俗・習慣
注・矢沢利彦編訳『イエズス会士中国書簡集
　
5　
紀行編』 （平凡社、昭和
49・
5）を参照。
ゴービルは第一章の中で、琉球諸島のことをつぎのように記している。
コレー（朝鮮）とフォルモーズ島（台湾）と日本の間に位置しているこの諸島は、全部で三十六島から成っています。首島は琉
リュー
球キュー
（沖縄島）と呼ばれ
る大島で、他の島々もそれぞれその固有の名称をもっています。シナおよび日本に居住したわが会（イエズス会
―
引用者）のかっての宣教師たちは、
これをルケオまたはルケヨという名で語っています（二一六頁） 。
琉球に関するもう一つの注目すべき資料は、エンゲルベルト・ケンペ （一六五一～一七一六、もと出島の医官）の残した『日本誌』 （一七一
二年）である。この中でケンペルは、琉球の名を日本語風に
R
juku と表記している。が、かれこそ琉球を日本語音で記した最初のヨーロッパ人で
ある。
琉球（りゅうきゅう
 R
juku, （
8）
 L
iquejo ）列島。この島の住民は、この島を征服した薩摩（さつま
 S
atsum
a ）の藩主の臣下であるが、直接には将軍の臣下
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ではない。
注・今井正編訳『エンゲルベルト・ケンペル
　
日本誌
　
上巻』 （霞
ヶ関出版株式会社、平成元・
9） 、一六九頁。
一
　
異国船の来球による西洋との出会い
いま初期の琉球へ来航した主なる外国船を年代順にしるすと、つぎのよ
うになる。琉球諸島の存在がヨーロッパ人に知られるようになったのは十六世紀のことであり、来球第一号となったのはポルトガルの旅行家フェルナウ
ン
・メンデス・ピント（一五〇九？～八三）である。かれは王国のリ
ャンポー港から種子島にむかう途中、火の島あたりで嵐にあい、琉球に漂
着した。総勢九十二名のうち六十八名が溺死し、二十四名が奇跡的に助かったという。尚
しょう
清せい
王の時代
―
天文十二年（一五四二）のことである。
漂着したところは、こんにちのどのあたりか不明であるが、
火の島（奄美大島のことか
―
引用者）とタイダカン山が見えたところから、私たちのいる陸地は、
大レキオ・グランデ
琉球
の一部であることを知った。
注・
メンデス・ピント岡村多希子訳
　
『東洋遍歴記
　
2』平凡社、昭和五十五年、一九一頁。
一五四二年（
琉球王代
尚清
16・天文
11） …フェルナゥン・メンデス・ピントの琉球漂着。
一六 四年（尚
しょう
寧ねい
26・慶長
19）……平戸のイギリス商館のシー・アドベンチャー号（船長ウィリアム・アダムズ、イギリス東インド会社代表リチャー
ド・ウィッカムらが搭乗）修繕のため那覇に寄港。
一六二六年（尚
しょう
豊ほう
6・寛永
3）……スペインのドミンゴ教団の僧ヤン・デ・ブエダがマニラより来航。
一七七二年（尚
しょう
穆ぼく
21・安永
1）……七月、ロシア もと捕虜ベニョフスキ （日本では〝ハンベンゴロー〟と呼ぶ、ハンガリー人）奄美大島に来航し、
ロシアの南進を警戒する手紙を出島のオランダ人に送る。
ピント述『極東遊記』（1614年リスボン刊）の表紙
（東洋文庫蔵）。『東洋文庫展観書目　甲』より。
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一七九七年（尚穆
3・寛政
9）……イギリス艦プロヴィデンス号（ウィリアム・ロバート・ブルートン艦長）の来航。
一八〇三年（尚成
1・享和
3）……フレデリック号の来航。
一八 六年（尚
しょう
灝こう
13・文化
13）……九月、イギ ス艦二隻
―
アルセスト号（艦長マックスウェル）とライラ号（艦長バジル・ホール）の来航。那覇
港に四十日ほど滞泊。
一八一九年……………………………十一月、イギリス商船ブラザース号（船長ゴルドン）那覇港に来航。一八二一年から二三年かけて オランダ船漂着。一八二四年（尚灝
21・文政
7）……イギリス船、度佳羅島に来航。
一八二七年……………… 四月、イギリス艦ブロッサム号（艦長ビーチィ）来航。那覇港に二〇日ほど滞泊一八三一年（尚灝
28・天保
2）……二月、イギリスの捕鯨船パートリッジ号（船長スティーヴ ズ）来航。
一八三二年………… 十二月、イギリス東イ ド会社のロード・アマースト号（代表リンゼイ、宣教師ギュッラフ搭乗）来航。一八三七年…… 七月、アメリカ商船モリソ 号（船長インガソル、宣教師ギュッラフ搭乗）来航。一八三九年…… イギリス海軍の輸送船インディアン・オーク号、軍 ニムロッド とクルーザー号、ほかにイギリス商船来航し、
貿易をもとめる。
一八四三年（尚
しょう
育いく
9・天保
14）……十一月、イギリス海軍の海洋調査船サラマン号石垣 くる
（
9）
。島の測量をおえたのち宮古島へむかう。
一八四四年（尚育
10・弘化
1）……四月、フランス艦アルクメーヌ号（艦長デュプラン 那覇 貿易および布教を請う。フォルカード神父と中
国人を上陸させて去る。
一八四五年………………………… 六月、イギリス海軍の海洋調査船サラマン号（艦長ベルチャー）来航。一八四六年…… 四月、フランス艦（クレオパートル ピーヌ、ビクト ューズ）琉球本島の運天港に来航し、通商をもとめる。
五月、イギリス船スターリング号が広東より来航し、通商と布教をもとめ、宣教師ベッテルハイム夫妻と子どもらを残して去る。
一八四八年（尚
しょう
泰たい
1・嘉永
1）……三、四月にかけて、フランス船ラ・パイヨネーズ号来航。
一八四九年…………………… 月、アメリカ船プレブル号（船長ジェームズ・グレン
（
10）
）那覇に来航し、薪水・食糧などを求む。同船は那覇に
三日滞泊したのち長崎へむかった。同年十一月、イギリス戦マリナー号（船長マジスン）およびナンシー・ダウン号（船長シェドン）が来航し、通商を請う。マ ナー には、漂流民
音オット
吉
が通訳として乗り組んでいた。十二月、
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イギリス艦パイロット号（ライオンズ艦長）那覇に来航。
一八五〇年……………………………イギリス艦レイナード号（提督クラクロフト）英外相パーマストン卿の信書（那覇にいる宣教師ベッテルハイムの
保護を要請）をもって来航。同船には香港のスミス主教が乗っていた。
一八五一年………… イギリス、アメリカ、スペインなどの船
―
久米島や八重山などにひんぱんに来航し、薪水・食糧などを求める。
一八五二年…… 二月、イギリス艦スフィンクス号（船長シャドウェル）が来航し、宣教師ベッテルハイム一家の保護と待遇改善を
ふたたび求める。
一八五三年………… 五月、ペリー提督がひきいるアメリカ東シナ海艦隊（ミシシッピー、サプライ、カプライス、サスクエハナ、サラ
トガなど五隻）は、那覇に来航。
一八五四年（尚泰
7・安政
1）……一月、プーチャーチン提督が座乗するロシア艦パルラダ号那覇に来航。提督秘書のゴンチャロフ（八等官）は宣教
師ベッテルハイムと会う。二月、宣教師モアートン一家の来球。
一八五五年…………………… 一月、フランス船リオン号来航。フラン 人宣教師三名と中国人を残して去る。五月、フランス船シビル号来航。
九月、フランス、イギリス、アメリカの船、たびたび来航。十月、ベッテルハイムの後任
―
宣教師モアートン、
妻子とともに引き揚げる。
一八五六年……………… アメリカやフランスの船、たびたび来航。一八五七年…… 五月、オランダ船 隻あらしの め、宮古多良間島に漂着。乗組員二十七名はのち那覇の天久聖現寺に滞在す。一八五九年（尚泰
12・安政
6）……七月、アメリカの測量艦フェニモーア・クーパ 号那覇に入港。
一八六二年（尚泰
15・文久
2）……フランス船来航し、宣教師をともない去る。
一八七二年（尚泰
25・明治
5）……九月、イギリスの海洋調査艦ドワーフ号、那覇に入港
（
11）
。
　
一八八二年（明治
15）………………六月、イギリスの海洋調査艦マーチェサ号、那覇に入港。
一
　
平戸のイギリス商館員ウィリアム・アダムズの寄港
一六〇〇年四月十二日（慶長
（
12）
五年三月十六日）九州の豊後の沖（臼
うす
杵き
からほど遠くない佐志生というところ
（
13）
）に漂着したオランダ船リーフデ号
の元乗組員ウィリアム・アダムズ（一五七五？～一六二〇、イギリスの航海家、家康の外交顧問）は、平戸のイギリス商館の商務員のひとりでも
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あったが、意外なことに琉球に足跡を残しているのである。ウィリアム・アダムズは、イギリスのケント州のギリンガムという小村の出身である。小パリッシュ
教区記
レジスター
録簿には、 「ジョン・アダムズの息子ウィリアム・アダムズは、一五六四年九月二十四日を洗礼名をうけた」とある
（
14）
。
十二歳のとき、ライムハウス（ロンドン東部のイースト・エンドの港湾地区）の造船業者ニコラス・ディギンスのもとで十二年間見習いとして
勤め、のち船乗りになった。一五九八年（当時三十四歳）ウィリアムは、ロッテルダムの組合から東洋に派遣される一艦隊の舵手として雇われ、はじめはホープ号、のちにリーフデ号（一六〇トンの帆船）に移った
（
15）
。
東洋にむかった艦隊（五隻より成る）は、航海ちゅうに食糧の欠乏・伝染病、暴風雨などにより散りじりになり、豊後沖に漂着したとき、百十
名いた乗組員は二十四名になっていた。歩ける者は、アダムズのほか六名だけであり、他の者はすべて病人であった。
その後アダムズは、家康に召され、大坂城で会見したり、江戸幕府の政治外交工作において重要な役目を荷ない、またイギリスの対日貿易の計
画において大きく貢献するのである。
平戸商館長リチャード・コックスは、平戸 東南アジア間の交易ルートを開こうとしていた。かれは一六一四年八月（慶長十九年七月）平戸に
おいて二百トンほどのジャンク（平底帆船）を二〇〇〇テールで買い入れると、イギリス商館員であったアダムズに手を加えさせ、それに「シー・アドヴェンチャー」と命名した。
遠洋航海用に改造されたシー・ ドヴェンチャー号は、アダムズを船
マスター
長として、他に東インド会社の代表としてリチャード・ウィッカムとエド
ワード・セーリス、また日本人乗組員六〇名ほどと日本商人を何名かのせて、一六一四年十二月十七日（慶長十九年十一月十七日）シャム（タイの旧称）をめざして平戸の河内浦を出航し 。が、わずか二日ののち、はげしい暴風雨に遭い、女
め
島しま
（長崎南西部、海食崖の島）の南方で航行困
難に陥った。おまけに漏水がはげしく、その水の み出しは困難をきわめた。
同月二十二日、船はいったん奄美大島（
W
oshem
a ）の北西にある港に
―
笠利湾
（
16）
に碇をおろしたが、船の修復にむかないことがわかり、改め
て琉球の那覇をめざした。十二月二十七日（慶長十九年十一月二十七日）シー・アドヴェンチャー は〝せまい水路〟を通って那
なふわ
覇に入港した。
二十七日の朝、われわれは船を港にむけて進めた。午前十時ごろ、ありがたいことに入港した。
注・アダムズの航海日記より。
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那覇に入港したアダムズ一行は、時の琉球王・尚
しょう
寧ねい
王（一
五六四～一六二〇）の許可を受けて、積荷を陸揚げすると、船体の修理に取りかかったが、それに必要な資材の供給はひじょうに ろかった。そのため北の季節風の時季が気になりはじめた。そ 時季が過ぎてしまうと シャムへむかえなくなるからである。ようやく修理に必要な材料が届いても、それはあまり質のよいものではなかった。
いまアダムズの航海日記から、那覇における出来事の概要
をつぎに記してみよう。
12・
29………天候がよかったので、終日、積荷を陸揚げした。
12・
30…… 積荷作業は終了し、マストを取りはずすことに着手した。
（一六一五）
1・
1………日曜日。底
バラスト
積を陸揚げした。
1・
3…… 数日来、荒れ模様。
1・
4…… 底積の陸揚げ。夜、春に出帆するさい コースについて相談した。
1・
5…… 本船を洗い、漏水箇所をふさぐ作業に着手。
1・
6…… 那覇の上陸場まで船を寄せ 修理にとり かった
（
17）
。
1・
9…… 奉行は必要とする品々を提供してくれないため、首里にいる国王に懇願の使者二名を出すことにした。
1・
11…… ロープづくりをおこなう。
1・
12…… 那
なあーふあ
覇の町で火災がおこり、六軒もしくは八軒の家が焼けた。
1・
15…… 首里から国王の奉行がやって来て アダムズらが必要 ものを与え 旨を伝えた。奉行らに贈物をする。
ウィリアム・アダムスの肖像。 W i l l i a m 
Adams, the Pilot-Major of Gillingham Who 
discovered Japan. Mackay’s Ltd, England, 
1934より。
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1・
18………水漏れ防止の作業をおこなう。
1・
21…… ポンプづくりや水漏れ 防ぐ作業に忙しい。
1・
26…… ようやく脚
バラスト
荷をつみはじめる。水漏れ防止のしごとをやる。水夫らシャムで支払はれるはずの賃金を要求する。かれらは娯楽施設で遊ぶ
ため金を必要とした。
1・
30………水夫らは、賃金の半分を支払ってくれないかぎり乗船しないという。
二月に入っても、シー・アドヴェンチャー号は出港できなかった。
季節風の時期はすぎていた。尚寧王の使者は、いつ出帆するのか知りたがった。同月二十一日、首里から使者が来、アダムズに船とともに奄美大島に行くようにいった。三ヵ月後に中国から貿易船がやってくることになっており、外国船が港に停泊していることがわかると、商い 支障が生じるとい ことであった。
那覇における滞在が長期化するにつれて、水夫と乗組の商人たち
の間でけんかさわぎが起 、双方武器をとって果し合い寸前まで行き、首里の役人が調停の労をとり、ようや 解決 ると った事件もあった。
アダムズは、うつうつとして日を送っていた。排水用のポンプは
こわれているし、大島の海中に錨を一つおとしてきたこ が気 なっていた。また曳航用のロープも新たにつ 必要 あ たし、漏水箇所をつめねばならず ともかく船の修理作業はなかなかはかどらなかった。 「 われはなすこともなく、 だ憂うつにあちこち
元和7年（1621）当時の平戸図。村上直次郎著『貿易史上の平戸』
（大正6・4）より。
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歩くしかなかった」 （ 「アダムズの航海日記」
3・
22付） 。
三月二十四日、尚寧王のもとから使者がやって来て、首里の街を見物し、饗宴に出席するよう誘われたが、船の修繕がおわらぬうちは、町を見
物してもたの くはありません、といって、招待をことわった。ただひとつアダムズの心をたのしませたものがあったとしたら、大坂冬の陣で豊臣方が敗北し といったニュースに接したことであった。
五月十二日（四・一五） 、アダムズらは日本に帰帆するために小麦百石 大半を船に積みこんだ。翌十三日に那覇を出帆する予定であったが、
日本の皇帝がその国を失ったといったようなニュースを聞いたので出帆をしばらく見送り、薩摩からやって来た奉行らの話を聞くことにした。
五月二十一日、お昼ごろニュー・アドヴェンチャー号は那覇を約五ヵ月ぶりで出帆し、日本へむかい、一六一五年六月十日（五・一五）平戸に
帰着した。今回の航海におい わずかの小麦と龍
りゅう
涎せん
香こう
（鯨の精液からとる香）を積んで日本に帰ったが、積荷の売り上げは諸経費を上回っていた
から、今回の航海は商業的 失 であった。
アダムズは那覇に五ヵ月ほど滞在したが、英語の方面で何ら貢献するところはなかったようだ。しかし、かれはサツマイモの根菜を日本に持ち
帰り、それはコックスにより平戸のイギリス商館 庭に植えつけられた。アダムズこそサツマイモを日本に伝えた紹介者な である。
琉球側との交渉は、おそらくニュー・アドヴェンチャ 号の日本商人らが筆談によっておこない、英語などは用いる機会はほとんどなかったか
と想像される。が、アダムズは那覇滞在ちゅう 琉球語を二十ほど採録しているから、時には身ぶりややさ い英語で土地の者とやりとりしたかもしれない。かれが筆録した琉球のことば 、つぎのような のである。
Y
aabero （やーあべろ）…………………………………………………………………………………………………………
 I w
ill not or no no
S
haberan （しゃあべらん） ………………………………………………………………………………………………………
 I know
 not
w
iasabero （ういあさべろ）……………………………………………………………………………………………………
 I drink to ye
m
eoyboka yabero （めおいぼか
　
やべろ）……………………………………………………………………………………
 I pllege you
w
ossare w
onano hoow
 hoo is w
ith in （うおされ
　
うおなの） ………………………………………………………………
 hoow
 hoo is w
ith in
w
oovstare w
onang na C
outtabe （うおーうすたれ
　
うおなんぐ
　
な
　
こうたべ）………………………………………
 the w
eem
en speech hoo is w
ith in
yofeya om
ovto ganne （よふえや
　
おもうと
　
がんね）
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kapoofkee cataskina k(a) pooste （かぽーふけー
　
かたすきな
　
かあ
　
ぽーすて）
oboo C
oorees ayabero kata （おぼー
　
こーれす
　
あやべろ
　
かた）
O
 m
ee K
? ee （お
　
めーく
　
えー）
tabaco soouke m
esshore （たばこ
　
すおーけ
　
めすほれ）…………………………………………………………………
 w
ill you drink tabaco
O
bacooiji kàttaskina （おばこーいじ
　
かたすきな）…………………………………………………………………………
 I thank you but C
louw
nish ）
spech
Y
oum
eym
e shoge obocoy yabero yoango satta （ようめいめ
　
しようげ
　
おぼこい
　
やべろ
　
よあんご
　
さった）……
 you ar w
elcovm
e
oosta I （おーすた
　
あい） ………………………………………………………………………………………………………
 or it is soo or I do vnderstand you
ym
m
aym
e shore （いんまいめ
　
しおれ）……………………………………………………………………………………
 I pray covm
’ in
Im
m
oore （いんもーれ） …………………………………………………………………………………………………………
 you ar w
ellcoum
e （
18）
一
　
逃亡流刑人〝ベンゴロー〟の奄美大島寄港
一七七〇年十二月四日カムチャッカ半島にあるボルシェレック城塞に流刑になったハンガリー貴族ベニョフスキー（日本では〝ベンゴロー〟と
いう）の冒険記録（ 『回想・旅行記』 ）は、のちにヨーロッパにおいて各国語で出版され、読書界にベニョフスキー・ブームを巻きおこしたというが、こんにちかれの冒険譚は、フェルナウ
ン
・メンデス・ピントのものと同じように、粉飾と誇張に満ちたものと考えられている。しかし、この
二人は沖縄の対外関係史において無視できない特異な人物でもある。
ベンゴローは一七四六年西スロヴァキアのベルヴォにおいて退役陸軍大佐の子として生まれ、後年ポーランドの旧教徒の組織バル連盟に身を投
じロシアと戦った。が、一七六九年ロシア軍に捕えられ、カザンに流された しかし、スウェーデン人の友人と町から脱走したが再び捕えられ、同年十二月カムチャッカのボリシェレック城塞に流刑となった。一七七一年五月十日（ロシア暦）かれは他 流刑囚（政治犯）とロシア軍のガレー船（略して「スヴャトーイ・ピョートル」 ）をうばうと、五月十二日ボルシャヤ河口を抜錨し、千鳥列島を南下しながら太平洋 出、日本・奄美大島・台湾を経て、マカオに到達した（九・二一 。のちベンゴローは当地のフランス東インド会社の好意でヨーロッパに送還されたが 一七八四年五月マダガスカル島で亡くなった。
ベンゴローと日本、沖縄とのかかわりで看過できないのは、かれの船が四国の阿波国（現・徳島県）や奄美大島（ 『回想・旅行記』では、 〝ウシ
（18）209
メ・リゴンの島〟としるす）に寄港していることである。一七七一年七月八日（ロシア暦）
―
ベンゴローの乗った船は、土佐の佐貫浜（佐
さきのはま
喜浜
―
現・高知県室
むろ
戸と
市東部）沖に姿をみせ、ついでその日のうちに阿波の日
ひ
和わ
佐さ
（現・徳島県南部）に移動した
（
19）
。同所を出帆したが、七月二十日、
船の前の部分の割れ目に漏水箇所を生じ、そこから水が入って来たため、 同大いに狼狽し、ポンプをたえずうごかし排水に努めた。けれど侵水はおさまらず、半沈没の状態であった。幸い 〝ウシュマイ・リゴンの島〟 （奄美大島）の陸影をみとめ ので、同島の港の砂州のうえに船を坐礁させた。
ベンゴローは同志とともに島に上陸すると、荷物をすべて陸に揚げ、本船の修理にとりかかった
（
20）
。かれはまた七月八日から七月二〇日までの間
に、六通の手紙をしたためると、それらを出島のオランダ人に送り、ロシアの南進を警告した。
その趣旨は、いまモスコビヤ（ロシア）は、日本の東蝦夷の諸島（北海道）を侵し掠
かす
めようとするきざしがある。いまのうちかの島々に船を派
遣し、守護すれば無難である、というものであった（ 「西域物語」中巻） 。
ベンゴローらの船が土佐国の佐貫浜に着いたとき、同所は荒灘のうえ、港もなかったので沖に停泊した。そのとき土佐藩の船がやって来て、酒
日本人が描いた“ベニョフスキー”の図。
江戸後期の写本「辺要分界図考」巻之一より。〔法政大
学附属図書館蔵〕
ベニョフスキーの肖像。
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や水などをくれた。そのお返しにベンゴローらは、はだ着・ズボン・タオル・タバコ・オランダ人宛の書簡（高地ドイツ文）などをあたえた（ 「異国船漂流一巻
　
明和八年
　
異国船漂流記録」 ） 。邦暦の八日（ロシア暦七・八）に異国船がやって来たことは、藩主・
山やま
内うち
豊とよ
雍ちか
（一七五三
～？）より幕
府に届けられた。ついでこのロシア船は土佐より阿波の日和佐にも移動しているが、蜂須賀家の関係史料はまだ発見されていない。阿波藩も土佐藩がそうしたように薪水や食糧などをあたえたものであろう。ベンゴローらはそれに対して恩義を感じたようである。
明和八卯
う
年どし
（一七七一年
―
引用者）阿波ノ海浜エ
　
異国船漂着し、其
その
後ご
琉球国大島エ
　
其その
船ふね
着岸シテ、同所ヨリ長崎在留紅毛加
か
比ぴ
丹たん
（出島のオラン
ダ商館長
―
引用者）ニ書ヲ送ル、
蓋けだ
シ阿波ノ大守（蜂須賀治昭）薪水ヲ賜フノ恩義ヲ謝シ、
且かつ
松前蝦夷地ヨリカムサスカ（カムチャッカ）迄ノ要害
（とりで）油断スベカラザルコトヲ告ゲ越セシナリ（ 「辺要分界図考
　
巻四」 。
ベンゴローらの船は四国よりさらに南下をつづけ、九州沖を進むにつれて、船底に亀裂が生じ、侵水がはじまったために七月二十日（ロシア暦、
邦暦の六月二十日）急きょ奄美大島に寄ることに決したのである。 「大島代官記抄」によると、そこは東間切の伊須浦であったようだ。ベンゴローらは上陸すると、木を切りたおし、中田原の浜に柱をたて、紺地木綿で屋根をふいた小屋を二つ建てたという。そして大砲を二度ほど打つと、ただな ぬそ 砲声に島民はきもをつぶし、四方に逃げだし 。大島代官所の役人らが駆けつけて、ことばをかけてみたが通じなかった。警戒を厳重にし、一行を討ちとろうとしてい 矢先 北東の風がふくようになり、船が伊須浦 出帆したのでほっ し （ 「大島代官記鈔」 ） 。
これは日本側の記録によるベンゴローらの行動であるが、かれの『回想・旅行記』の記述とだいぶ違っている。
　―
（奄美）大島に上陸すると、大勢の島民が難破船を見にやってきた。一人の村人は、イグナチオ・セーリスという宣教師がラテン語で書いた一枚
の書類をみせた。この島のうちにも、かくれキリシタンがいることがわかった。海岸にテントを張り、警備の見張りをおいた。飲み水や食糧にこまっている、と身ぶりで伝えると、米・いも・バナナ・砂糖きび・魚・肉・酒などをもってきてくれた。
一方、島民らの協力をえて仮設の家の建設にとりかかった。仮設住宅から一時間ほど歩いて行ったところに、一つの戸数八十ほどの村落があり、ベン
ゴローら一行を食事や酒などを出して歓待してくれた。大島には数日滞在したのち、島の長老や島のひとびとらと別れをおしみながら出帆し、マカオを目ざした。
（20）207
＊
奄美大島にロシア人の一行が
やって来て二十五年後
―
イギ
リスの海域調査艦「プロヴィデンス」号（スループ型帆船、四〇〇トン、備砲十六門、乗組員一一五人、艦長ブロートン）が、一七九七年七月十日（寛政九年六月十六日）那覇に入港した。同艦が故国プリマス（イ グランド南西部の港町）を出帆したのは、一七九五年二月のことであった。この艦の航海目的は、アジア大陸側の北太平洋 域を調査することであった。艦は大西洋を南下し、南アフリカを迂回し、太平洋に出 と、タヒチ・サンドウィッチ諸島（ハワイ群島） ・蝦夷本島・千島列島・尖閣列島の付近を航行したのち、
プロヴィデンス号から見た寛政9年（1797年）ごろの那覇の風景。
ブロートン号が作製した琉球本島の地図。
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大琉球島（沖縄本島、
G
reat L
ieuchieux ）の沖に達し、那覇にむかった。
　―
艦から見た当時の那覇の風景は、草木の豊かな土地といった印象をあたえた。港の入口はせまく、水深は約二・五ファゾム（一ファゾムは
一・八三メートル）ほどであったが、港内の水深は七ファゾムほどあった。港内には二十隻ほどの大きな和船が停泊していた。また港の入口の両側に銃眼付の小
ブロック・ハウス
要塞があり、それは石造りであった。町に通じる土手道は、三、四〇〇ヤードあり、その下にアーチ型の水道がついていて、そこ
を海水が自由に出入りできるようにな ていた。
町は海岸沿いにあり、すこし離れた北方にある。家は平
ひら
家や
であり、屋根は瓦ぶきである。各家のあいだに樹木がみられる。町のうしろは高台と
なっている。そこにみられるものは、多彩の色模様の耕作地とか小さな森である。北方の町はずれにあるのは、東西にのびた墓地であり、そこに白い墓石がみられた。
住民はくったくなく、あけっぴろげである。港の中に入ったとき、人をいっぱい乗せた船がやって来て、水先案内をしてくれたし、のちに薪水
や食糧（牛・ブタ・鶏・サツマイモなど）をめぐんでくれた。琉球人がこれらの品々を提供したのは、異国船が必要しているものを与えて、なるべく早く出帆させるためであった。
ブロートン艦長らと那覇の役人 、おそらく身ぶり手まねで意思を表示し 考えられる。ブロートンは、 「悲しいことに、われわれはかれら
のことばを知らなかったので、かれらの正体を知ることができなかった
（
21）
」と述べている。プロヴィデンス号は、必要とする物質をすべて入手した
と見られたので、役人らは早々に出帆してもらいたいようだった。そこでブロートン艦長は、島 人びとから受けた好意にたいする感謝のしるしとして、望遠鏡一箇 帆船の絵、国籍と渡来した日時 し したメモ（英文 な を たえ、出帆することにした。
プロヴィデンス号が那覇に滞泊したの 、一七九七年七月十日からまる二日間にすぎなか 。同艦は七月十二日の午後四時半ごろ、那覇を出
帆した。
ブロートン一行は、上陸して の町をくわしく視察することはできな ったが、それ も島の風俗や習慣などを観察している。
―
船の帆は、
編んだもので出来ていること。島民が身につけているチェック柄の亜
リネン
麻布は、イギリスのものと似ている。服飾品の扇子やタバコのキセル、タバ
コ入れなどは、日本人のもの 同じである。衣服は気候の変化により、うす着 たり、厚着をしたりする。さまざまな穀物を生産し、家畜などもいろいろいる。
（22）205
＊
一
　
イギリスの探検調査艦アルセスト号とライラ号の来球と英学のはじまり
琉球における英学史上、もっとも重要な外国船の来航は、イギリス艦アルセスト号とライラ号である。イギリス政府は、広東における中国側の
苛酷な課税を緩和させるために、東インド会社の要請をいれて、特命全権大使を中国に派遣することにした。対中国貿易改善のためにえらばれたのはアマースト卿（一七七三～一八五七、イギリス 政治家・外交官）であり、アルセスト号とライラ号のフリゲート型帆船は、この使節を送るために用いられた艦である。この二艦はアマースト卿を中国に送ったのち、東シナ海から朝鮮半島西岸の探検測量をしながら進み、一八一六年九月十三日（文化十三年八月二十二日）の硫黄島のそばを通過し、同年九月十六日（中国年号・嘉慶二十一年七月二十五日＝文化
13・
8・
25）の正
午ごろ、那覇の町を前にして投錨した。
那覇にやって来たイギリス艦二隻の艦形・装備・艦長名はつぎの通りである。
アルセスト号（フリゲート艦、備砲四十六門、艦長マレー・マクスウェル大佐［一七七五～一八三一］ ）ライラ号（ ループ型砲艦、備砲十門、艦長バジル・ホール［一七八八～一八四四］ ）
この二艦の来航については、琉球の正史『球陽』 （巻二十、尚
しょう
灝こう
王即位十三年
丙ひのえ
子ね
の条）に左記のような記事があり、艦の大きさや乗組員につ
いて言及している。豊田実の『日本英学史の研究』 （昭和
14・
2）や亀川正東の『沖縄の英学』 （昭和
47・
7）にも引用されている。いま原文（漢
文）を読み下 たものを引いてみよう。
本年七月二十五日、
咭唎船
イギリス
二隻の本国（琉球
―
引用者）に漂来する有り。
此の日、
咭唎国船二隻、本国
泊とまり
村むら
洋面に漂来して投
とうてい
椗寄泊す（いかりをおろして船を止める） 。其
そ
の大船は、長さ三十六尋
ひろ
・横七尋・高さ六尋三尺、
其の小船（ライラ号のこと）は、長さ二十三尋・横五尋二尺・高さ四尋四尺許
ばか
りなり。両船の人数共計四百七十人（内
うち
女一名・黒人国人十一名・中国人
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一名
有あ
り） 。随即法司以て諸役人等に至るまで泊村に直居す。
該がい
両船上多く兵器（大砲・鉄砲・
鎗そうとう
刀
有り）を
載の
す。
且かつ
兵へい
役えき
（士）をして
杉すぎいた
板（ボート）
に坐
ざ
駕が
して各所の海浜を巡往し、水の浅深を試
ため
せしむ（測深させた） 。
注・ 『沖縄文化史料集成
　
5　
球陽読み下し編』 （角川書店
　
昭和
49・
3）より。
この文によると、これらの二艦は、はじめ泊
とまり
村（那覇の北東二キロ、港がある）の沖に投錨し、その後、慎重に水深をはかりながら、那覇まで
移動し、一八一六年九月十六日の正午ごろ、ライラ号を先頭にして周辺の暗礁のあいだを縫って艦を進め、小さな那覇川入り口の前方
―
那覇の
町から半マイルの地点に投錨したいことがわかる。
時ならぬ外国船の来訪に、島民らはびっくりしてしまい、近くの高台や崖のうえから艦のうごきを目を丸くして眺めていた。港の入口の埠頭の
先端や海岸は、見物人でいっぱいであっ 。錨を投じて程なくすると、島民を満載したたくさんの丸木舟がやって来て、ぞろぞろ艦に登ってきた。
来艦した者の中に役人が何人かいて、どこの国のものか、なんの目的でやって来た か知りたいといった。これらの会話は、イギリス艦に乗っ
ていた中国人と中国語のわかる琉球役人との間でおこなわれた。またイギリス側はこの島にやって来た は、大きい方の （アルセスト号） 水もれが生じたため、その修理のために安全な港が必要だったと語った。
夕方、マクスウェル艦長らは投錨地点を調べたが、岩礁からかなり離れていること
がわかった。また港口はフリゲート艦が入るには、海が浅すぎることが判明した。艦にもどったとき、クリフォード少佐が島民から各事物の琉球語を聞きだし、それらをメモしていた。
九月十七日（文化
13・
8・
26） 。
アルセスト号のマクスウェル艦長は、円筒形の帽子をかぶり、典雅な外衣を着、絹
の帯をしめ、木綿のクツをはいた琉球の役人らと艦尾の部屋で会談をした。マクスウェル艦長が口火を切った。じぶんが指揮している艦 、イギリスの国王のものであること。特命全権大使 中国へ送ったが、広東へ帰航する途中しけにあい、修理の め、
アルセスト号の艦長・マレー・マクスウエル
大佐の肖像。
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また薪水の補充をする必要が生じたと語った。
それに対して役人らは、できるだけ援助いたしますと答えたが、琉球王について質問し、謁見をたまわりたい、というと、たちまち態度を硬化
させ、とんでもないことと断った。ともかく役人らは、外国人を島に上陸させたくないようであった。
九月十八日（文化
13・
8・
27） 。
二人の役人が来艦し、両艦のために、牛一頭、ブタおよび山羊各二頭、鶏十八羽、ほかにローソク、木材、飲料水などを贈ったと語った。この
二人は、コンスタンシア（ケープ・タウンの近くで産する、白または赤のデザートワイン）のもてなしをうけた。
九月十九日（文化
13・
8・
28） 。
午前中は強風が吹いた。琉球側はどうもイギリス人を中国的にあしら 、追払いたいようだった。毎日、島民が艦にやって来 が、服装が見苦
しくないばあい、イギリス人はかれらを船室に入れてやりチェリーブランデー（サクランボでつくった甘いリキュール）やコンスタンシアでもてなした。クリフォード少佐は、そのとき島民から琉球語を聞きだそう した。
日没後、強風がおさまった。四名の役人（奥間、儀間、真
マデラ
栄平その他）が、牛一頭、ブタ二頭、山羊、野菜などの贈物をもって来艦した。当時、これらの役人の中でいちば
んすぐれた知性と天賦の才にめぐまれていたのは、
真マデラ
栄平房昭（一七八七～一八二九、平
ふい
等ら
所じゅ
大おお
屋や
子ぐ
見習［判事補］ ）
安アニヤ
仁屋政
せい
輔ほ
（一七九二～
　
  ？
 　
、平等所大屋湖見習［判事補］ ）
ら、二名であった。この二人は、アルセスト号とライラ号が琉球に来るまで 英語にふれた はなかったし、ましてやその知識は皆無であった。しかし かれらはこれ幸いと機会を利用し、外国船が来航するつど、耳学問と筆録によって熱心に英語 学んだ。かれらは通事係と目付・探索役をかねており、外国人の言動にたえず注意を払った。
両人の英語の学習のようすについては、つぎのように記している。
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二人の役人が非常な熱心さで、英語を習っていて、しかも著るしい進境を見せている。その一人は真栄平（メーデーラ）で、もう一人は安仁屋（アニ
ヤ）である。彼等はクリフォド氏をまねて、常にノートブックを持参し、習ったあらゆる言葉を、彼等の文字でそれに記入した。二人共、中々頭のよい男で、始終吾々の間にいた。折りにふれて、彼等に払われる尊敬から見ると 彼等が自称しているより、遙かに高い身分の人物ではないかと思われるであった。
注・ 『
バズィル・ホール須藤利一訳
　　　
　
大琉球島航海記』 （琉球新報社
　
昭和三十年十月再刊） 、一二九頁。
イギリス人の見るところ、真栄平は、礼儀作法を心得た紳士であったという。英語を覚えることに絶妙の能力を発揮し、そのスピードは神速と
もいえた。
われわれのもっとも誠実な、親しい友人のひとりだった真
マデラ
栄平
コヨスン
柯世栄は、ほんの数週間でもって、どうにか、自分の意志を相手に通じることができる
程度に、英語に熟達した。彼が最初に船にやってきたのは、島民たちが、われわ のほうには、なんら危害を加え 意志がないことを納得する前のことで、明らかに、われわれの行動をスパイするのが目的であった
注・
ジョン・マクラウド大浜信泉訳
　　　　
『アルセステ号航海記』 （時事通信社、昭和四十年二月） 、七八～七九頁。
真栄平は、じっさいどのように英語を勉強したのか。そのやり方はこうであった。かれは士官室のテーブルのうえにあるありふれた品物の呼び
名を尋ねたり、会話の言葉の意味、その発音などをじぶんの国のことばでメモした。覚えたわずかな単語を使って一つの文章をつくると、それを話した。
ある晩のこと、かれはいつもの学習をおえて帰ろうとすると、一語一語を区切りながら、つぎのような英語を口にした。
　―
Y
ou give m
e good w
ine, ―
 I t
ママank you, ―
 I go “shore ”. （
John M
’leod, surgeon of the A
lceste: N
arrative of a voyage, in H
is m
ajesty
’s late ship A
lceste
（26）201
…
 L
ondon, 1817, p.95 より）
（あなた、わたしに、よい酒くれます。
―
わたくし、あ
なたに、かんしゃ
0
します。
―
わたし、陸、行きます）
　　　　　　　　　　　　　　
大浜信泉訳
九月二十日。外海は荒天であった。マクスウェル艦長は、艦を湾の北東
隅にある安全な投錨地に移動させた。いままでの投錨地は岩礁に接近していたからである。
真栄良や安仁屋とは別に、慶田次
ジルー
良と呼ばれた三十歳ぐら
いのあいそのよい役人がいたが、ひじょうに英語を習いたがって た。かれは一杯のコンスタンシアをふるまわれると簡単にろう落し、クリフォードに琉球語彙を教えてやった。か
れのあだ名は〝笑い役人〟であった
（
22）
。ほかに屋
ヤ
嘉カ
比ビ
思ウミ
次ジ
良ルー
という名の先生もみつかり、クリフォードに琉球語の正確な発音をおしえた。
いまやイギリス人と島民らは自由に交際することができるようになった。乗組員らは上陸して洗たくしたり、丘の斜面を走りまわることも許可
された。こ 間、那覇港の測量はおわり、こんどは全島の測量がおこなわれ、ライラ号によって全島図が作製された。
一方、真栄平の英語は、長足の進歩をとげた。イギリス人 那覇にやってきて一ヵ月後のことである。真栄平に、君の友人の安仁屋はどうして
いると尋ねると、安仁屋の母は病気であり、母の家に行っていること。二、三日して母の病がよくなれば、艦にもどってくる、といった主旨の返事をつぎのような英語でいった（
10・
18） 。
ライラ号のバジル・ホール艦長らが作成した琉球本島の地図。
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“A
nya, him
 m
other sick, he go him
 m
other house: T
w
o, three day tim
e. him
 m
other no sick, he com
e ship. ” （
C
aptain B
asil H
all: A
ccount of a voyage of 
discovery to the w
est coast of C
orea, and the G
reat L
oo-choo Island: L
ondon, John M
urray, 1818, p.158 より）
真栄平の関心は英語のみにとどまらず、イギリスの風俗や習慣をまなぶことにあった。その熱意に打たれたライラ号のバジル・ホール艦長は、イギリ
スに連れて行くことを提案した。真栄平はしばらく考えたのち、わたしがイギリスに行くと、家族のみんなが泣きます。みんな泣くから、行きません、といった主旨の発言をした（
10・
18）
“I go Injeree, ―
 father, m
other, childs, w
ife, house, all cry! not go, no, no, all cry! ”
（前掲書、一五九頁）
真栄平は、ひじょうに進取の気性に富んだ人間だった。あるとき、バジル・ホール艦長が本を手にしている姿をみるや、木陰でその本を読んで
ほしいといった。そこで艦長は、真栄平と見物人の百姓らと草のうえにすわると、音読してやった。
アルセスト号のマクスウェル艦長は、役人ら（奥間・儀間・宮平・真栄平ほか二名）を正餐に招待した。会話はクリフォードと真栄平を通じて
交わされたのであるが、真栄平は英語と琉球語をまじえて語った。
夕食は五時からはじまり、食後も一時間半ほど酒をのんだため、役人らはかなり酩酊していた。真栄平はすわったままであったが、他の者たち
は帰ろうとした。そ とき早々に帰るの イギリスの習慣に反する、といわれ、かれらは再び着席した。しかし、真栄平は、やにわにイスから半ば立ちあがる 、ふざけた調子で、みんな酩っているので、陸へ帰ります、と、英語で叫んだ（
10・
19） 。
“W
hen all drunk then go ashore! ”
（前掲書、一六四頁）
イギリス人が那覇を去る数日前、琉球
王をう
子じ
（
今ナ
帰キ
仁ジン
按ア
司ジ
向ショウ
鴻コウ
基キ
）が、五、六名の役人および六、七名の従者らをともないアルセスト号を訪れ
（28）199
た。来艦の目的は、イギリス側がもとめる国王との会見を断念させることにあったようだ（
10・
23） 。翌日、バ
ジル・ホール艦長とクリフォード少佐が、波止場から上流数百ヤードのと ろ 架 ている橋
泊とまり
高たか
矼はし
（
23）
）の写
生に出かけたとき、同行の慶田次良は、橋の調査を許さず、真栄平をすぐに呼びにやったが、同人は橋を調べるだけならよいと許可した（
10・
24） 。
王子は来艦のとき、贈物として牛・ブタ・山羊・野菜・果物・反物・扇子・キセルなど沢山もって来た。十月
二十五日は送別会が臨海寺で催されたが、この日はたまたまイギリス国王の即位記念日にあたっていた。そのため艦は満艦飾がほどこされ、祝砲が打たれた。会場の寺院では豪華な饗宴が用意され、肉料理を中心に十二品出された。 日前の王子来艦のときの贈物の返礼にいろいろお返し あった。たとえば
―
、
（バジル・ホール艦長からの贈物）イギリスの文房具
　　　
ケアリーのイギリス地図
地図帳
　　　　　　　　
小さい真ちゅう製の六分儀
（ジョン・マクスウェル艦長からの贈物）携
スパイグラス
帯用小遠遠鏡
　　　　
色彩色のロンドン地図（縁
ふち
に宮殿、グリニッジ病院、公共の建物などが描かれている）
（前掲書、一九〇頁）
翌日（
10・
26） 、真栄平は王子に贈られた六分儀をもってアルセスト号にやって来ると、その使用法を熱心に習った。どうも王子からその使い
方を習うよう命じられたようである。かれは下
ガンルーム
級士官室で、かねて親しくなっていたポップナー少尉よりアルセスト号の絵や二、三の物をもらっ
たとき、感動のあまり、 「船は明日出 、私は二日路くらい父の所に行きます。父に逢ったら君の贈物を見せましやう、そして彼にヘンリー、ホ
バジル・ホール艦長がスケッチした泊高矼（石造アーチ橋）の図。
Account of a voyage of Discovery…London。1818のP.223にある。
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ッマ
ブナーは私にとって兄弟も同然だと話しましやう」 （末吉麦門冬「百年前の英語通
　
真栄平房昭」 『沖縄教育』所収、大正
13・
6・―）といった
主旨のことをいった。
“T
o-m
orrow
 ship go sea; I go m
y father house, tw
o day distance: w
hen I see m
y 
father, I show
 him
 your present, and I tell him
, m
e, H
enry H
opper all sam
e (as) 
brother, ”
（前掲書、二〇〇頁）
　　　
真栄平は、翌日ライラ号を訪れると、六分儀を用いるとき、役立つ本について質問
したが、
航
ノーティカル・オールマナック
海暦
を理解する必要がある、といわれると、しばらくその本にある
図をみていたが、やがてがっかりした様子で両手を挙げた。
真栄平は、ライラ号を退艦するとき、クリフォードにキセルとタバコ入れ、水晶の
飾りなどを贈り、さいごのものを渡すとき、 「国に帰ったら、これをお子さんたちにあげて下さい」といった。
“Y
ou go Ingeree, you give this to your childs ”
（前掲書、二〇一頁）
またある日のこと、バジル
･ ホールが橋の近くの村や樹木をスケッチしていたら、
一人の少年が彼の前でいろいろの遊戯をして、その注意をひこうとした。顔をあげほほえみを投げかけたとき、じつにみごとな英語で、“
H
ow
 do you do? V
ery w
ell, I 
泊の聖現寺（俗称「天
あめ
久
く
之
の
寺
てら
」）の図。
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thank you ” と、じぶんの英語の上達ぶりを示したことで満足すると、立ち去ったという（前掲書、二一二頁） 。
アルセスト号とライラの二艦は、十月二十六日の夕刻までに出帆の準備をおえていた。両艦は翌二十七日（文化
13・
9・
7）に那覇を出帆する
までおよそ四十日ほど滞泊したのである。が、アルセスト号の水夫ウィリアム・ヘアズが亡くなるといった不幸もあり、泊港の北岸
―
聖現寺
（
天あめ
久く
山やま
のふもとにある
（
24）
。俗称「
天あめ
久く
之の
寺てら
」 ）からほど遠くない所にある墓地（俗に「ウランダ墓」という。現在の「泊外人墓地」
T
om
ari 
International C
em
etery ）に埋葬された。葬式は琉球式に営まれ、大きなブタが供えられ、紙銭に泡盛をそそいで燃された。のちに島民の手で墓
碑が彫られた。
H
ere lies buried
A
ged T
w
enty-one Y
ears, W
illiam
 H
ares, S
eam
an,
of H
is B
ritannic M
ajesty ’s S
hip A
lcest.
D
ies O
ct. 15, 1816.
T
his M
onum
ent w
as erected
B
y the K
ing
A
nd Inhabitants
of this m
ost hospitable Island.
注・
John M
’leod, surgeon: N
arrative of a voyage, in H
is M
ajesty ’s lateschip A
lcest …
, L
ondon, 1817, p.103 より。
英国軍艦アルセステ号水夫　　
ウィリアム・ヘアーズ
　
二十一歳
この処に埋葬さる。　　
一八一六年十月十五日没
この墓碑は懇篤このうえなきこの島 王
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および住民によって建立さる
注・
ジョン・マクラウド大浜信泉訳
　　　
『アルセステ号航海記』 （時事通信社、昭和
40・
2）八六～八七頁。
泊
T
um
ai のこの外人墓地は、松林の中にあり、そこにサンゴ石としっくいで
平パラレログラム
行四辺形
の墓を建てた（
J. W
. S
palding: Japan and A
round the 
w
orld an account of three visits to the Japanese E
m
pire …
 N
ew
 Y
ork, 1855, p.119 ） 。
この英人水夫の墓は、現存するが、碑文はこの通りではない。当時、木製の十字架の
上に銅製の
板
コパー・プレート
金
がついていて、そこに碑文が彫りきざまれていたようである（
J. W
. 
S
palding: Japan and around the w
orld, 1855, p.119 ） 。いま見る墓碑名は、“
W
. M
. 
H
A
R
E
S
 E
N
G
L
IS
H
M
A
N
 1816 ” といった簡単なものである。埋葬当時の墓碑は摩滅しか
けていたので、これを修理したとき、このような簡単なものになったという（ 『泊誌』とまり会、昭和
49・
3、一〇八頁） 。
ともあれ、ヘアズ水夫こそ、泊 外 墓地に葬られた欧米人の最初の人であった。な
お、この墓地は大正の初期にアメリカ人の宣教師によって、また戦後は那覇市と米軍が協力して修理したとある（前掲書、一三一頁） 。
琉球における英語学習の草
パイオニア
分けとなった真栄平と安仁屋について、もうすこしその経
歴にふれておこう。沖縄英学の祖・真栄平房昭の経歴については 豊田実や亀川正東、山下重一などが、末吉麦門が「百年前の英語通」 （ 『沖縄教育』大正
13・
6）として発表
した記事を要約して再度紹介した。
末すえよし
吉
安あん
恭きょう
［
麦ばく
門もん
冬とう
は俳号］ （一八八六～一九二四、
俳人、民俗学者、 『琉球新報』記者）は、真栄平家 「家譜」によって起稿した うである。父は房鷹、母を
思うみち
乙
といい、房昭は一七八七年（天明七）
―
琉球
尚しょう
灝こう
王の三
十六年
―
に首里の金城村で生まれた。少い時分から気性がつよく、信念をまげなかっ
泊の「外人墓地」にある英水夫ウィリアム・ヘアズの墓。〔筆者撮影〕
（32）195
た。
七歳のとき店
てん
舗ぽ
（質屋）の帳簿をみて、いちいち暗記したというから、記憶にすぐれていたことはたしかである。十二歳の俊秀のゆえをもって
「国学」に入れられ、十五歳で元服した。一八一一年（文化八）二十五歳で筑登之
座ざ
敷しち
に叙せられ、二十七歳で
平ふい
等ら
所じゅ
（裁判所）役人
―
大おお
屋や
子ぐ
見習（判事補）となった。一八一六年（文化一三）バジル・ホールのイギリス艦が来航したとき、家譜には「丙
ひのえね
子七月
　
英吉利船両隻漂来す
　
即
ち該船に
往ゆ
き応対事を
全まっと
うす、八月二十一日
命めい
を
奉ほう
して
通つう
事じ
（通訳官
―
引用者）の職務を協理す（たすける） 」とある、という（末吉麦門冬
「百年前の英語通」 ） 。このときの功績により、嘉慶（中国年号）十一月二十八日
―
三司官より褒
ほう
詞し
をたまわった。
此このせつ
節
阿（外国船
（
蘭陀船
漂着に付、
其その
方ほう
事為取締船元へ
相あい
詰つめ
候処、気を付阿蘭陀言葉
能よ
く習得、
且かつ
兼かねて
而
官話の
嗜たしなみ
も
有これありそうろう
之候
に付、
平ふいらじゅ
等
方かた
勤つとめ
掛かかり
而にて
通つう
事じ
相あい
勤つとめ
候処
（中略）……
（先ごろイギリス艦が来航したおり、その方は取締りのため艦に詰めた。その方は心してよく英語を学んでくれた。かねて北京官話の心得もあったので、平等所で通訳のしごとをしていた……）
一八一七年（文化一四）八月、平
ひ
等ら
所じょ
大おお
屋や
子こ
となり、翌一八一八年（文政元）十月、イギリス艦が那覇にやって来たときも通事のしごとをした。
一八二二年（文政五）六月、銭
ぜに
御お
蔵くら
大屋子となり、一八二七年（文政一〇）普請奉行所筆者となり、翌一八二八年（文政一一）十二月、勢頭座敷
に叙せられた。一八二九年（文政一二）二月三日
―
歳四十三でおしくも病没した。
明治九年（一八七六）イギリス軍艦数隻が那覇に寄港したとき、艦長以下数十名が首里城をおとずれた。艦長某は、メーデーラ（真栄平）は存
命かどうかたずねた。真栄平はいまはこの世にいない、と返事すると、その宅を訪れ、子孫に会い、厚く往年の礼をのべたという。明治九年にもしかれが生きていたら、ちょうど九十歳である。
真栄平は、ふだん学を好み、詩文をよくしたという。 「百年前の英語通」には、漢詩が原文のまま一五、六篇挙げてある。そのうち二篇ほど、
原文と読み下し文を紹介しておこう。
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太平無事
　
得平字
盛世無餘事。區寰太平。財生多富厚。慍解少經營。阡陌增重款 關山絶利兵。遺民歌擊壤。和協五絃聲太平無事
　
平へい
（安らか）の字を得たり
盛世餘事 く
　
區く
寰かん
（世間）太平に伏す
財生じて富
ふ
厚こう
（財産が豊か）多く
　
慍うらみ
解けて經營少なし
阡せん
陌ぱく
（田のあぜ道）に重
まご
款ころ
を増し
　
關かん
山ざん
（ふるさと）に利
り
兵へい
（鋭利な武器）を絶つ
遺民撃
げき
壤じょう
を歌い（天下太平を謳歌する）
　
五絃の聲
おと
に和協す（仲よく協力する）
この漢詩は天下泰平を歌ったものであろう。つぎの詠
うた
は、桃の花の咲くころの太平を歌ったものである。
　　　
桃源春欲盡
一望桃源裏。春光正欲闌。鶯鳴○○○。花落水流丹。未覺淸和近 纔知淑氣殘 靑陽三月候 戀賞以心觀　
桃とう
源げん
春盡
つき
んと欲す
一望桃源の裏
うち
（見渡すかぎり桃の木ばかりである）
　
春光正
まさ
に闌
たけなわ
ならんと欲す
鶯うぐいす
は鳴いて□
（不明（□□）
　
花は落ちて水
みず
丹たん
（うす赤い色）を流す
未いま
だ清
せい
和わ
（世の中の平和）の近きを覺らざるに
　
纔わずか
に知る淑
しゆく
気き
（春の温和な空気）の残るを
青せい
陽よう
（春）三月の候
　
恋れい
賞しょう
するに（心がひかれて賞美する）心を以って観
み
る
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琉球の英学史との関連で重要なのは、じつはかれが「英語会話集」 （中国語の
語音で英語をしるし、片かなを付したもの）を書き残したことである。その後英語通事になるものはこの英語会話集で学んだようであるが、写本の一つぐらいは残っていてもよいのに、残念ながら現存しない。
真栄平については、その血につながる者の一人
―
新崎盛敏（農博・東大助教
授）が、 「典型的な沖縄人〝メーデーラ〟をめぐって」と題して三回小記事を『琉球新報』 （昭和
33・
5・
18、同年・
5・
21、
5・
23）に発表した。この記事は、
沖縄県立図書館でたまたま見つけたものだが、あまり知られていないようだ。新崎盛敏の母は、真栄平の出であり、房昭の曽孫にあたるという。
真栄平家では、房昭のことを「スグリンチェ（すぐれた人） 」と呼んでいた。この人には男の子がなく、女の子だけであったので、弟がその跡
目をついだ。本家の真栄平家は、昭和十三、四年（一九三八、一九三九年）ごろに断絶した。房昭から先のほう（先祖）については、ほとんどわからないが、あまり身分の高い方ではなかったらしい。元来家系は語学習得の才能にめぐまれていたの 、祖父・房枢は北京官話がじょうずであり、旧藩の末期 国王に書道を教えていた。廃藩になってから野にあって貧乏していた。
房昭は、バジル
･ ホールが琉球に来たとき、しょっちゅう艦にかよい、甲板の片すみに一日中すわり込んで、イギリス人のことば、しぐさに注
意を払い、自得していった。もともと音感が明敏で、運動神経も発達し、熱心な人間であったから、言葉の覚えも速かったようである。房昭は英語会話のメモ的教本を数本のこしている いわれているが、何ら手がかりが得られ いという。新崎の投稿記事は、メーデーラをめぐる家伝の説話をもとに、本人の解説 加えてなったものである。
真栄平とならんでもうひとりの通事・
安あ
仁に
屋や
政せい
輔ほ
の存在も無視できない。バジル・ホールが来球したとき、真栄平は「主席通事」 、安仁屋は
「次席通事」であったようである。このことはバジル・ホールの『大琉球島航海記』の付録の第二部にみられる
―
英国海軍のハーバート・ジョ
ン・クリフォード中尉が編んだ「人の名称」 （
nam
es of persons ）につぎのようにある。
T
he first L
inguist - - - M
ádera K
áw
sheeoong.
『琉球新報』（昭和33・5・18付）
に掲載された真栄平小伝。
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T
he second L
inguist - A
’nya T
oónshoonfa.
安仁屋政輔は尚
しょう
穆ぼく
四十一年＝寛政四年（一七九二）八月二十四日に首里の桃原村で生まれた。童名は恩
おみ
亀かみ
、名は政輔といった
（
25）
。そして唐名は東
トン
順ション
法ファ
と称した。寛政十年（一七九八）十二歳で「国学」に入学し、文化八年（一八一一）には筑登之
座ざ
敷しち
に昇り、二年後の文化十年（一八一
三）には平等所（裁判所）大屋子の見習いとなった。文化十三年（一八一六）八月にバジル・ホールが来球したときは、平等所大屋子の前栄平房昭に見込まれて、真栄平とともに異国通事を拝命した。
文政九年（一八二六）三月、大屋子に任じられた。天保二年（一八三一）琉球の科
か
律りつ
（刑法）の編纂役をつとめ、翌年には唐物方御用係役とな
った。尚
しょう
育いく
三年＝天保八年（一八三七）国王の近習となった。時に安仁屋は四十六歳。天保九年（一八三八）平等所大屋子主取（主席判事）に任
じられ 嘉永六年（一八五三）
具ぐ
志し
頭ちゃん
間ま
切ぎり
与よ
座ざ
の地頭職を賜り、与座
親おや
雲くも
上い
政輔をなのった。
尚しょう
泰たい
十三年＝万元六年（一八六〇）六月、南風
原平等学校の奉行職、同年十二月には勘定奉行職に昇進した。尚泰十五年＝文久二年（一八六二）には、南風之平等の総
そう
横ゆく
目み
に任じられた。とき
に安仁屋は七十一歳。その後の動向については不明である。
安仁屋は、真栄平におとらぬほど熱心に英語の修得につとめ、いつも小さな帳面を持ち歩き、おぼえたことばを、あるいは聞いたことばを琉球
の文字で書きしるした。バジル・ホールが那覇にやっ 来て十一年後の一八二七年（文政十）にイギリス艦ブロッサム号（艦長Ｆ・Ｗ・ビーチィ）が、その五年後の一八三二年（天保三）にはパートリッジ号（艦長スティーブンズ）が、さらに同年八月にはロード・アマースト号などが来航したが、安仁屋は中国語と英語の通事として活躍している。このときも手製 会話集を取りだしそれを参考にしながら会話を進めた。
＊
一
　
イギリス艦ブロッサム号の寄港
一八二七年五月七日（文政
10・
4・
12）の夕刻
―
イギリス軍艦ブロッサム号（備砲二十六門、一本マストの帆船、トン数不明、艦長Ｆ・Ｗ・
ビーチィ）は、那覇に入港 。同艦が那覇にやってきた理由は、薪水や食糧を補給するにあった。そして北太平洋海域やベーリング海域 ついての探検と新航路を発見するのが主な任務であった。ビーチィは琉球を訪れる あたって、バ ル
･ ホールやジョン・マクロードの航海記をよみ、
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予備知識をえていた。この島の地理的、民俗的、経済的調査をもおこなうことも念頭にあったようだ。
ともあれ、投錨地から見る那覇の風景は、とても心地よいものであった。丘陵や谷間、耕作地、手入れのとどいた墓地、樹木にはさまれた民家
などがみられ、望遠鏡で遠くを眺めると、城壁でかこまれた首里が望見でき、そこに何本かの旗（
hattas （
26）
）がなびいていた。……ブロッサム号は
那覇港で帆をおろしてほどなくすると、さまざまの種類の船が、艦のまわりにやってきた。港の入口にある二本の突堤や人家の屋根、へいのうえにはおびただしい数の見物人が大勢みられた。
ブロッサム号の那覇来航については、琉球側の記録が残されている。
咭利国
イギリス
船一隻、那覇港に漂着、乗組人数一百名、内黒人一名
注・ 『球陽』尚
しょう
灝こう
王二十四年四月二十三日ないしは、五月二日のくだりより。
ビーチィ艦長（一七九六～一八五六）は、ホールやマクロードの本によって、真栄平や安仁屋のことを識っていた。かれは相ついでやってきた
役人の中に安仁屋（
A
n-jah ）をみいだすのである。かれはまず琉球式に、ついでイギリス風にあいさつしたのち、ふところから単語集を取りだす
と、まず英語で
W
hat for com
e D
oo C
hoo? （何んのために琉球にやってきたのか）と尋ねた。この問にたいして、ビーチィは、 「真水を得、艦の修
理をおこない、病人を回復させるため」と答えた
（
27）
。
さらに安仁屋は、たたみかけて問うた。
問
　
H
ow
 m
any m
ans? 
乗組員の数は？
答
　
A
 hundred. 
百名です。
問
　
P
lenty m
ans! Y
ou got hundred ten m
ans? 
ずいぶん多いな！
　
百十名も乗っているのか？
答
　
N
o, a hundred. 
いや、百名です。
問
　
P
lenty guns? 
大砲をたくさん積んでいるか？
答
　
Y
es. 
ええ。
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問
　
H
ow
 m
any? 
何門ある？
答
　
T
w
enty-six. 
二十六 です。
問
　
P
lenty m
ans, plenty guns! 
乗組員は多いし、おまけにたくさん大砲を積んでいる。
問
　
W
hat things ship got? 
艦は他にどんなものを積んでいる？
答
　
N
othing, ping-chuen. 
軍ピンチュエン
艦
は何も積んでいません。
問
　
N
ot got nothing? 
何も積んでいない？
答
　
N
o, nothing. 
ええ、何も。
問
　
P
lenty m
ans, plenty guns, not nothing! 
大勢の乗組員、たくさんの大砲、何も積んでいないとは！
安仁屋は、かたわらにいる書記のほうを向くと、同人と話をはじめたが、ビーチィ艦長の発言を信じていないようであった。しかし、書記は会
話の内容を記録した。艦長はじぶんの言っていることの意味を明らかにするために、宣教師モリソン博士に書いてもらった中国語で書いた文章を安仁屋にみせ、ようやく得心させた。
安仁屋はいった。I speakee m
andarin; D
oo choom
an no w
ant pay. （わたしは北京官話を話します。琉球人は代金を受けとらない）
ビーチィ艦長によると、 単音節の語以上のものを話せるほど英語を習得していたという。訊問がおわると食事となり 酒が胃のな にたびたび収まると、気分がほぐれ、あらぬことを口にするようになった。安仁屋はたずねた。S
hip got w
om
ans? （艦には女が乗っていないのか？）
ビーチィは「乗っていない」というと、O
ther ships got w
om
ans, handsom
e w
om
ans! （ほかの艦は乗せていた。きれいな女性を！）
といい、アルセスト号の掌帆長のロイ夫人のことをいっているようであっ 。ビーチィは また真栄平のことを 、かれはいま首里で重い病いにかかってい か、宮古島の近くの小島に流刑になった、といった
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返事をした。
ブロッサム号が那覇に滞泊したのはわずか三週間であり、同月二十七日には出帆し、北太平洋の探検に旅立った。
＊
イギリスの探検船ブロッサム号（艦長Ｆ・Ｗ・ビーチィ）が去って五年後
―
一八三二年八月二十二日（天保
3・
7・
27）イギリスの東インド
会社の持船ロード・アマースト号（三本マストの帆船）が那覇に来航した。この船が琉球にやってきた主な目的は、同国の住民が通商貿易をする気持があるかどうか模索するにあった。
ロード・アマースト号は、イギリス東インド会社所属の船であることを諸外国に知られることを懸念して、インドのベンガル港（インド北西
部）からきたとうそをついた
（
28）
。また向うのは日本だといった。この船の船長はイギリス海軍のリース大佐であり、他にイギリス東インド会社代表
のリンズィーと通訳としてカール
･ フリードリッヒ・アオギュスト・ギュッラフ（一八〇三～五一、ドイツの宣教師）が乗っていた。リンズィー
はヒュー・ハミルトン 偽称した。当時、イギリス東インド会社は、広東以外の中国の各港と交易することを希望し、一八三二年二月二十六日にマカオを出帆したのち、東シナ海沿岸の港（アモイ、福州、寧
ニンポォ
波、上海）や舟
しゅう
山ざん
列島、朝鮮、台湾などを訪れたのち、琉球にむかったのである。
一方、ギュッラフの来球の主目的は、キリスト教の布教にあった。入港後、ギュッラフらは波止場の近くにあ 臨海寺に官
マンダリン
吏（役人）によって
導かれたという。かれらは北京官話の方言を流ちょうに話し 何くれとなく面倒をみてくれたという。しか 、波止場から先へは行かないでくれといった。臨海寺に案内されたのは、海上では話ができないと主張したからである。陸の上には大勢の見物客がいた。ギュッラフら 地面のうえにすわると、茶を飲み、タバコをすった。こ 年の二月に、イギリスの捕鯨船パートリッジ号（船長スティーヴンズ）が那覇に寄港したが、そとき置いて 海図を役人らはみせ 。
他にスティーヴンズらの協力を得て編んだ「英琉辞典」 （
E
nglish and L
oo-C
hoo dictionary ）も示されたという。ギュッラフが会った官吏は、小
柄であり、感じは悪くはな っ が、男らしさに欠けていた。かっ 当地を訪れた ギリ 人のことはちょっと覚えているだけであり マックスウェル、ホール、ビーチィ艦長らの名前もほとんど忘れていた。
八月二十三日。
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風がつよかった。誰も船にやって来なかった。午後にギュッラフらは上陸すると、何人かの役人に案内され、病院とか外国人墓地を訪れた。この日、ビーチィ艦長がたびたびふれた安仁屋がギュッラフの目の前に現れた。 「かれは中国語で二こと三こといった。しかし、すぐ英語の文
章を二、三おもいだし、それをきわめて堅苦しくくり返した」 （
C
harles G
utzlaff: Journal of three voyages along the coast of C
hina in 1831, 1832, &
 
1833 …
 L
ondon, 1834, p.359 ） 。
この日、ギュッラフは島民らに漢訳の布教書をあたえると、喜んで受けとってもらえたが、役人らは苦々しく思った。八月二十四日。安仁屋はチェ（
T
che 、通事か？）やかなり年配の役人らと船にやって来た。イギリス船側が求める貿易の話は、拒否された。中国事情に通じ
ているリンズィーが、琉球側に不審を抱かせたからである。のちに臨海寺において饗宴がひらかれ、ギュッラフらはそれに出席するのだが、大勢の役人らと政治・貿易・宗教など ついて話しあった。このとき 話の内容から、琉球人はイギリスよりも中国とのよしみを大事にしたいようであった。
八月二十五日。朝、ギュッラフは日本船をおとずれ、病気のために衰弱してい
る水夫にすこしばかりの治療をほどこした。その折、漢字がよめる水夫に漢訳の布教書をあたえたが、役人らは返すようにいった。和船を訪れたのち、ギュッラフ一行は、泊の高台にある聖現寺や墓地など 見物した。
八月二十六日。昨日約束したとおり、食糧が届いた。おまけに土産までもらっ
たので、そのお返しに島の首
チェーフォ
長である国王に聖書を三冊贈った。
夕方、臨海寺において別れの宴がひらかれ 食欲をそそるようなおいしい料理や澄んだかおりのよい酒（琉球特産の蒸留酒・泡
あわ
盛もり
キュツラフ師の肖像と筆跡。
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のことか）などが供された。
食後、丘や木立ちの中を散策した。のら仕事をしている何人かの女性をみたが、彼女らは貧しい農民であった。しかし、教養がある役人とおな
じくらい礼儀正しかった。百姓女らはサツマイモの手入れをしていたものか、ギュッラフにはこのイモが島民の主食のように思えた。
ロード・アマースト号は、琉球との通商貿易 端緒をひらくことはできなかったが、翌八月二十七日那覇を出帆し、九月五日マカオに帰った。
リンズィーとギュッラフらはマカオ到着後、宣教師モリソン博士の自宅に迎えられた。
＊
一
　
米商船モリソン号の寄港
ロード・アマースト号が那覇に来航して五年後の一八三七年七月十二日（天保
9・
5・
21）に、こんどはアメリカ商船モリソン号（五六四トン、
船長ロ・インガソル）がやって来、岸から一マイルほどの地点に投錨した。広東に拠点をおくアメリカのオリファント商会（一八二八年に設立）は、マカオのギュッラフのもとに身を寄せて る日本漂流民七名（岩吉 久吉、音吉、庄蔵、寿三郎、熊太郎、力松）を日本に送還すること よって、日本との通商貿易の糸口をつかもうとした。ギュッラフだけは、折からマカオにやって来た一本マストのイギ ス軍艦ローレィ号に乗り、那覇に赴き そこで日本漂流民と落ち合うことになった。
オリファント商会が用意したモリソン号は、一八三七年七月三日（天保八・六・一）の夕方
―
Ｃ・Ｗ・キング夫妻医療宣教師ピーター・パーカー（一八〇四～八八）サミュエル ウェ ルズ ウィリアムズ師（一八一二～八四）七名の日本漂流民
をのせて、マカオの錨地を出帆し、琉球をめざした。同年七月十二日の朝六時、琉球の島を望見し、午前十一時ごろ那覇の海岸から マイルの地点に投錨した
（
29）
。遠くから見る琉球の景色はすばらしいものであり、近くからみるとそのながめはさらに美しかった
（
30）
。
　
午後三時ごろ、二隻の平
スカウ
底船にのった役人らがやってきた。かれらは青と白の格子縞の亜麻のゆったりとした着物を着ていた。甲板のうえに上
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ると、中国式に深々とおじぎをした。役人のなかの中心人物がすぐ中国語を話すかとたずねた。この問にたいして、話すと答えてから、相手にすわるようにいった。テーブルの上には紙と鉛筆がおいてあった。質問をした役人は顔立ちがよく、他の者より背が高かった。役人はさらに中国語でたずねた。　―
琉球に何んの用があって来たのか。
この問にたいして、ウィリアムズ師は、
　―
港にきたのは数日滞在し、島民と話をし、休息するためです。
と手短に答えた。つ で国籍や乗組員の数などについて聞かれたが、答はすべて記録された。役人のひとりがふところから本（ 「英球語彙集」のようなもの ）を取りだすと、一瞬それを見てから、かたことの英語でたずねた。以下、ウ
ィリアムズ師とのやりとり。
問
　
D
is w
hat ship?　
D
is A
m
erican ship? 
これはどんな船か？
　
これはアメリカの船か？
答
　
Y
es. 
そうです。
問
　
H
ow
 m
any m
ans? 
何人のっている？
答
　
T
w
enty-eight m
en. 
二十八名です。
問
　
P
lenty m
ans!　
H
ave got guns? 
ずいぶん乗っているな！
　
大砲を積んでいるか？
答
　
N
o, this is a m
erchant ship. 
いいえ、積 でいな これは商船なのです。
問
　
P
lenty m
ans!　
P
lenty guns? 
ずいぶん乗っているな！
　
大砲をたくさん
　　
I talked m
andarin. 
私は北京官話を話す。
ついで役人はすわると、同僚と話をはじめた。ウィリアムズ師らは役人ら 、 ま英語を話した は安仁屋ではない と ずねると、そうだと
うなずいた。
かれらの顔の表情から、どこで安仁屋の名 知ったのを知りたがっていることがわかった
（
31）
。安仁屋の口から出た英語は、かってブロッサム号の
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ビーチィ艦長に話したものと酷似していたので、ウィリアムズ師らは、そのことを愉快に思った。そ 後、安仁屋は中国語で相手と会話ができることがわかると、 「英球語彙集」にたよらなくなった。師の印象では、安仁屋は学んだ英語の大半を忘れてしま ているようだった。
やがて酒や菓子がふるまわれた。上級役人のひとりがモリソン号の大
きさや船長や乗客の名前をきく 、それらを筆録させた。安仁屋もモリソン号がイギリス船ではないのかといった。ウィリアムズ師は アメリカはもともと からやって来た人びとが創った国であり、地図を
みせながら英米両国の姻戚関係について説明してやった。夕食後、インガソル船長、キング夫妻、パーカー、ウィリアムズらは、 「アベイ・ポイント」 （崎原岬）に隣接する海岸に上陸した
（
32）
。たちまち二、三十人ほどの物見高い島民にかこまれたが、西洋女性を見る機会がほとんどないため
に、彼女は好奇の対象となった。
七月十三日。朝、ウィリアムズ一行は、ポーツン（泊）村ちかくの土手道に上陸した。たちまち見物人に取りかこまれたが、中には中国語が話せる者が何人
かいて、いろいろ島のことをたずねた。村の中を通りぬけ、丘陵の上に達すると、那覇の港、首里の街などを眺めることができた。その後、船にもどり十一時ご になると、安仁屋 同僚とともに船にやってきた。かれらは席座すると、こんなことをいった。―
モリソン号が那覇に来る二日前のこと、外国船が一隻那覇港を目ざしてやって来るのが目撃されたが、やがて西方にむかったという。それは
琉球で落ちあう約束をしていたイギリス軍艦ローレィ号であり、日本まで同行する友人が乗っている とをうっかり伝えてしまった。そのため役人たちを不安にさせたようで、しばらく話し合っていた。
七月十五日。この日、モリソン号は那覇を出帆すると、沖合いでローレィ号と落ち合い、午後三時ごろギュッラフ師をモリソン号に移乗させた。モリソン号
晩年のS・Wウイリアムズ師。
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は、日本へむかい、ローレィ号はボーニン（小笠原）諸島をめざした。
＊
一
　
宣教師ベッテルハイムと漂流民ジョン万の来球
一八四六年四月三十日（弘化
3・
4・
5）イギリス商船（スターリング号）が那覇にやってきた。
この船には、乗組員二十名のほか、 「海軍伝道会」から派遣された医師兼宣教師ベッテルハイム夫妻と男女二児、中国人の料理人二名がのって た。ベッテルハイム（バーナード・ジャン、一八一一～七〇、イギリス宣教師＝プロテスタント）は、ハンガリーのプレスブルク（オーストリアのウィーンの東六三キロ）生れのユダヤ人であり、 ちイギリスに帰化し、英婦人を妻とした。
ベッテルハイム（唐名・伯徳令）は、妻子をともない前年九月にポーツマスを出帆すると、四ヶ
月半を経て香港に着いた。かれは当地において、ギュッラフの家塾に学ぶ二人の中国 から中国語をまなび、のちこの二人を琉球にともなった。琉球の官憲はベッテルハイム一行の上陸をゆるさなかったが、請願 すえ
（
33）
、ようやく那覇の波
なみの
上うえ
宮のとなりにある護国寺（藩王の祈願寺
（
34）
）に逗留した。
ベッテルハイムは直ちに街路説教や文書（漢文布教冊子や琉球語に訳したもの
（
35）
）による伝道により
布教を試み
（
36）
、かたわら島民の医療に従事したが、布教活動は当局やサツマ役人らの妨害があって思
わしくなかった。首里政府は護国寺の門前に番小屋 「関番」
schchibang ）をもうけ、外出のさい
は尾行させた
（
37）
。
　
番人のほか、 〝通事〟
todzie と呼ばれる
知リテラティ
識階級
に属する者が、二、三名から四、五名（
屋やき
宜、
名なご
護、津
つ
嘉か
山ざん
、村山、吉
よし
里ざと
らか）毎日寺にやってきた。これらの通事のしごとは、外客を接待した
り、ベッテルハイム夫妻を護衛することであったが、目付の役 かねていた。かれらにとって英語の学習もし との一部であったのであろう。ベッテルハイムは、つぎのように記している。
ベッテルハイム師の肖像
ベッテルハイム師の住居となった護国寺。
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「英語を学んだり、書いたりすることに関して。わたしはすでに通事らに、英語を話し、かつ書くことの精励を命じてある」 （
L
etter from
 B
. J. 
B
etterlheim
, M
. D
, T
he C
hinese R
epository vol.xix, 1850 ） 。
ベッテルハイムは、一八五二年（嘉永
5）六月ごろから、琉球語の学習をはじめ、聖書の一部を琉球語に訳したことはよく知られている。かれ
は一八四六年（弘化八年）から一八五四年（嘉永七年）まで約八ヵ年那覇に滞在したのであるが、琉球の英学史との関連でもっとも顕著な業績は、―
稿本「英語・琉球語辞典」 （六七九枚） ［大英博物館図書館蔵］である。未見。
注・重久篤太郎『日本近世英学史』教育図書株式会社、昭和
16・
10） 、二〇三頁。
一八五四年（嘉永
7、咸豊
3）二月、ベッテルハイムは眼疾と琉球語訳聖書の刊行、また子どもらの教育を顧慮して
（
38）
、迫害と苦汁にみちた琉球
での生活にピリオドを打つことにし、妻子を米船サプライ号にのせ、香港に送った。かれは後任のＧ・Ｈ・モアートン 着任をまち、同年六月ペリー艦隊のポーハタン号に便乗して那覇を去った。
＊
嘉永四年正月三日（一八五一・二・三）のこと。琉球本島の摩
ま
文ぶ
仁に
の小
お
渡ど
浜はま
に異国人のような風体の者が三名上陸した
（
39）
。その三人とは
―
、
土佐国高岡郡宇佐浦出身
 
伝蔵
　　
  （四十六歳）
伝蔵の弟
 
五右衛門（二十五歳）
土佐国
　　
中之浜出身
 
万次郎
　
  （二十三歳）
などであった。この三人は洋服を着ていたことから外国人と疑われ、民家において役人から事情を糾
きゅう
問もん
されたのち、那覇に送られた。万次郎一
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行の上陸に関しては、 『球陽』の附巻に、以下の記事がある。
尚しょう
泰たい
王
四年正月
初はじめ
三日
　
日本土佐国ノ人杉板ニ坐駕シテ（ボートにのって）摩文仁郡小渡村ノ浜ニ来到スルコトアリ
三人は天保十二年正月五日（一八四一・一・二七） 、もう二人の仲間（重助・虎右衛門）と漁船にのり漁に出たとき嵐にあい、七日目に無人島
（鳥鳥）に漂着した。この島に上陸し、鳥（アホウドリ）などを捕え露命をつないだ。同年六月上旬、沖に異国船がみえたので、一同着物などを振って、その船を招きよせた。その船はアメリカの鯨とりの船（ジョン・ハウランド号）で った。一同その船に救出され、十月ごろウワフ国（ハワイのオアフ島）に寄港した。このとき五名は上陸すると島民の世話になり、しばらく同島でくらすことになった。十一月、そ 鯨とりの船が出帆するとき 船頭（船長）は万次郎を本国に連れていくこ にした。船は鯨を捕えながら航海をつづけ、翌年の四月ごろアメリカに着いた。万次郎は船頭のあずかり人として世話をうけた。そのうちかれは乗組員として鯨とりの船に乗るようになった 五年後、万次郎はウワフ国（島）を訪れ、むかしの仲間と再会したが、すでに伝蔵の弟・重助は病死 いた。
万次郎らは本国に帰ることを悲願としており、日本まで送り届けてくれる船を捜すかたわら、着々と帰国の準備をした。ようやく嘉永三年（一
八五〇）十月末
―
上海へむかう商船（サラ・ボイド号）がみつかり、それに便乗することになった。帰国する者は、伝蔵・五右衛門・万次郎ら
三人のみ。大工をしている虎右衛門は、ウワフ国に残った。嘉永四年正月二日、琉球本島の陸地をみたが、風雨がはげしいため上陸を見合せ、翌三日ボートに荷を積んで摩文仁の小渡浜に上陸を敢行 た。
三人は役人から、異国においてヤソ教に染まらなかったかどうか尋ねられると、わたしらは一向宗（浄土真宗の別称）を信仰しており、邪宗を
信じてはいないと断言した。かれらは所持品も調べられ、その中には鉄砲・ピストル・コンパス・薬・絵図に加えて、洋書（航海術・天文観測・辞書など）が十七冊もあった。三人は琉球に約半年留めお れ、 ち鹿児島へ送還される であるが、英語に通じ いた万次郎が島民に英語を教えた形跡はない。しかし、長い外国暮らしの中で聞き覚えた英単語ぐらいは、 民に話したとも考えられる。なぜなら、かれらは当初、琉球ことばを理解することができなかったからである。
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写本『亞
アメリカ
墨利加詞
ことば
』の中には、日月時候（天
　
ヘブン、地
　
グラヲン、月
　
ムウン、秋
　
ヲトム）や器物（書物
　
ホウクシ、紙
　
ペパ、筆
　
ペ
エン、桶
　
バケ、茶碗
　
カップ） 、肢体（目
　
アイ、口
　
マウス、髪
　
ハヤ、舌
　
タン） 、服食草木（頭巾
　
キャッフ、木緬
　
カッウン、砂糖
　
シ
ュガ、茶
　
リイ、酒
　
ランム、唐芋
　
スイトポテト、杉
　
シイダ、竹
　
パンブウ）などに加えて、各品詞（名詞・動詞・形容詞など）が挙げてあ
る。たとえば 名詞（穴
　
ホヲル、恐
　
フレイ、便
　
パセヂ） 、動詞（泣
　
クライ、覚
　
リメンバ、始
　
ビガン） 、形容詞（大
　
ラアチ、小
　
シモ
ヲル、浅
　
シャロ）など（
川澄哲夫編
　
鈴木孝夫監修
『英学ことはじめ』大修館書店、昭和
63・
2） 。
＊
一
　
ペリー提督の日本遠征艦隊の寄港
一八五三年五月二十六日（嘉永
6・
4・
19）ペリー提督（一七九四～一八五八）がひきいるアメリカの東インド海艦隊に属する四隻（サスクエ
ハナ、ミシシッピ、プリマス サラトガ）が那覇に入港した。アメリカ政府が特使ペリーを極東の日本に派遣しようとした主な理由は、日本の沿岸で遭難する船舶乗組員の保護と通商貿易を要求するためであり、その途次琉球に寄ったのである。
ペリーは一八五二年十一月、フリゲート艦ミシシッピ号（一六九二トン、Ｓ・Ｓ・リー艦長、乗組員二六八名）に搭乗すると、ノーフォーク
（アメリカ南部バージニア州東南部の港町）を出帆し、マデイラ、セントヘレナ、喜望峰、マウリシアス、セイロン、シンガポール、香港、マカオ、上海を経て琉球にやって来たものであるが、他の三隻とは那覇でおち合った。サラトガ号（九八九トン、ジョン・ケリー艦長、乗組員二一〇名）には十六年前にモリソン号に乗って那覇にやって来たこ がある宣教師サミュエル・ウェールズ・ウィリアムズが通訳として乗っていた。また艦隊にはウィリアム・ハイネ（絵かき）やエリファレット・ブラウ （銀板写真師） 科学者や旅行家なども参加していた。
このアメリカ艦隊は、五月二十六日那覇に到着して以来、七月二日江戸湾にむかって出帆するまで、三十八日間琉球に滞在し、前後五回もこの
王国に出入りした。その間に琉球の地理風俗
―
政治、産業、動植物、生活状態など調査し、また土地の測量をおこなって精密図をつくった。
艦から見る琉球の海岸風景 じつにすばらしいものであった。雨のせいか、森や畑は輝きをまし、イギリスの田園を想いださせた。所々に絵の
ような岩石が屹立し、丘陵は島 中心に行くにしたが 高さを増してい た。丘陵には杉や松の森がみられ、その斜面は畑となっていた。ま所々に白いはん点がみられたが、それは家ではなくて、石灰石の墓であった。
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艦隊が一隻ずつ港に入って行ったとき、崖の上にある一軒の家から、突然イギリス国旗がするすると掲げられたのでびっくりした。そこにいた
のは宣教師ベッテルハイムであり、かれもまた予期せぬ珍客に狂喜したひとりである。
艦隊が投錨して二時間とたたぬうちに、雨のなか二人の役人を乗せた小舟がやってきて、甲板にあが と、何度もていねいなおじぎを のち、
ばか長い赤色の和紙に書いた手紙を差しだした。さっそく提督が使っている中国人を呼んで解読させると、何んのことはない艦隊の無事到着を祝します、と ったあいさつ状であった。役人らと行きちがいにベッテルハイムがやって来て、直ちにペリーの船室に案内された。
かれはペリーと二、三時間も話しあった。アメリカの日本遠征計画と那覇入港は寝耳に水だったこと。ここ一年有半というもの外国船の入港が
ないことを語った。貴国艦隊の今回の入港こそ、じぶんにとってうれしいことはない、とい 喜んだ。うれしさのあまり、帰るとき小舟をこいでくれる船頭に、グロック酒とビスケットをあたえた。
五月二十七日（
4・
20） 。
朝、二隻の船がサスクエハナ号にやってきた。鮭色の外衣を着た那覇の市長にあたる者が、贈物（牛一頭、ブタ数頭、山羊一頭、玉子、野菜な
ど）の目録をもって来たのであるが その者の名は、ハジマジ
 H
adji-m
adji といった。贈物は、代償なしには受けとれぬといった原則により、拒
絶したし、もって来た者も乗船を拒否された。午前十時ごろ、ウィリアムズ師はコンティ大尉とともに上陸すると、ハジマジ
（
40）
に直かに会って、贈物を拒
絶したわけを説明した。
五月二十八日。この日の十二時半ごろ、通訳と二十名ほどの従者をともなった琉球王の摂
せっ
政しょう
（幼い王に代わって政務をとる人）が旗艦サスクエハナ号を公式訪問し、
軍隊式の栄誉礼をもって迎えられ 。摂政は品のよい老人であり、 「琉球国中山府
尙しょう
大だい
謨ぼ（
41）
」といった名刺をペリー提督に差しだした。当時の国王は
尙しょう
泰たい
侯といい、摂政は摩
ま
文ぶ
仁に
按あ
司じ
（尙大謨）とも称した。摂政は接待をうけた
のち、艦内を案内された。
唐通事・板良敦の肖像。
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五月二十九日。終日、雨がふった この日は日曜日であった。ウィリアムズ師は、ミシシッピ号でおこなわれる礼拝に出席せず、サラトガ号にいた
（
42）
。
五月三十日。雨はやみ、心地よい天気であった。ウィリアムズと他三名の士官らは、ベッテルハイム師の案内によって泊高矼を渡った先にある公館（学校
所）におもむいた。ペリー提督は、艦隊の乗組員が上陸したとき滞在したり、艦に食糧を積み入れる準備をするのにふさわしい場所として接待所を借りるつもりであった。通訳の板良敷
 A
djirashi （
43）
 は、そのような場所はないし、空いてもいない。いまわれわれが現にいる建物（公館）は、校
舎でもある、と語った
（
44）
。じっさい公館はいろいろの目的のために使用されているようだった。公館を借りる件に関して板良敷は、那覇の市長と相
談したが、貸せないという返事がかえってきた。
そこでウィリアムズらは、力は正義なり、との考えから、艦から寝具や食物などを持ってきて、公館に闖入し、居すわることにした。しかし、
夜ござの上で寝ていると、ノミや蚊におそわれるため、まんじりともできなかった。他の部屋にいる監視の役人らも寝ることができず、一晩中うごき回っていた。
五月三十一日。公館を占拠することは、艦隊の病人を保養させるうえで必要なこと り、ペリー提督も了承し 午前中に那覇市長は、通事の板良敷をとも
ない公館にやってきた。同人はベッテルハイムからす に相当英語を学んだことがあるようだった。琉球における英学研究の幕あけは、四十年ほどまえの文化十三年にバジル・ホールの一行が来球したときはじまり、真栄平（房昭）や安仁屋（政輔）らの英通事を生むに至ったが、こんどはペリー艦隊が来航したことによ 第三の英通事として板良敷が国 に奔放するのである。板良敷の風貌は、ペリー提督の『日本遠征記
（
45）
』の第一
巻（一八五六年刊）の一九 頁 、彩色の肖像画（横顔）が添えてある。そのさし絵の説明文に「宮廷通事シン
―
琉球」 （
court interpreter 
S
hin-L
ew
 C
hew
）とある。
板良敷は色が浅黒く、眼光のするどい人であった。抜け目なく、老練な表情をしていたという（
B
ayard T
aylor: A
 V
isit to India, C
hina, and 
Japan, in the year 1853, N
ew
 Y
ork, 1855, p.387 ） 。テイラーによると、英語をすこし話したという。話の中でいろんなことを話題にしたが、中国
や欧米の地名にふれ、またジョージ・ワシントンはよき人である、と聞 てい
（
46）
。
　
178（49）
琉球における英学発達小史
その板良敷は、どのような英語を話したのか。ペリー提督の『日本遠征記』に、ほとんどかれが話した通りの英語が引かれている。
G
entlem
en, D
oo, choo m
an very sm
all, A
m
erican m
an not very sm
all. I have read of A
m
erica in books of W
ashington, very good m
an. D
oo C
hoo good 
friend A
m
erican. D
oo C
hoo m
an give A
m
erica all provision he w
ants. A
m
erica no can have house on shore. （
N
arrative of the E
xpedition of an A
m
erican 
Squadron to the C
hina seas and Japan, …
. W
ashington, 1856, p.159 より）
みなさん、琉球の人非常に小さい。アメリカ人はそんなに小さくない。私、書物でアメリカ人のことワシントンのことを読んだ
―
大変よい人。大変
立派な人。琉球はアメリカの良い友人。琉球の人はアメリカに、なんでも欲しいものをあげます。アメリカの人に陸に家を持つこと全くできません。（
土居喬雄王城肇
訳『ペリー提督
　
日本遠記
　
㈡』所収、岩波書店、昭和
48・
11・
10、二五頁） 。
豊田実が「沖縄に於ける英学の伝統」のなかで、沖縄英学の中興の祖とまで称揚した板良敷とはどのような経歴の人であったのか。いまその略
歴をしるすとつぎのようになる。
板良敷朝忠（一八一八～六二）は、首里の人である。村学、国学を経て 天保九年（一八三八）二十一歳のとき、清国へ 冊封使・三司官・兼
城
親うえーかた
方
にしたがって中国へ渡り、中国語をまな だ。帰国後、与世山
親うえー
方かた
（異国通事であった安仁屋のこと。安仁屋は平等所大屋子に進んだの
ち、大屋子主取となり、ついに親方にいたる）について英語を学び、またベッテルハイムからも学ぶところが多かった（ 「東汀随筆
　
続篇」 ） 。後
年、通事となり、多くは中国語を用いた。英語はその意が通じるほどの学力であったようだ。弘化元年（一八四四）以来、通事として外交にたずさわり 功があり、たびたび賞賜された（ 「尚泰侯実録」 ） 。
安政二年（咸豊五年、一八五五）には大湾
親おや
雲くも
上い
と改称し、同五年（咸豊八年、一八五八）には
牧まき
志し
親雲上となった（豊田論文、三一九頁） 。
安政六年（一八五九）王府のため力 尽した功により
日ひ
帳ちょう
主ぬし
取どり
の職にあったが、中国・福州の在留フランス人より汽船一隻を購入する件に関す
る疑獄（ 「
牧まき
志し
・
恩おん
河が
事件」 ）に連坐して免官投獄された。以降、久米島に流刑となり、四年獄中生活を送った（ 「東汀随筆
　
続篇」 ） 。文久二年
（一八六二）六月、薩摩の命により鹿児島へ出頭を命じられ、七月十九日在番奉行・
市いち
来き
次十郎と属吏にともなわれ那覇を出帆した。その日の夕
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刻、船が伊平屋島を過ぎるころ、突如入水自殺をとげた。享年四十五歳。
なお、薩摩における英学との関連で看破できないのは、板良敷がサツマ藩庁の命を奉じて、嘉永六年（一八五三）
藩士
　　
園田仁右衛門
藩士
　　
大窪八太郎
ら両名に英語を教授したことである。この二人は藩命により琉球にやって来た。
那覇に着くと、衣服も髪も琉球人とおなじにし、役人が外国人と応接するときは、必ず列席し、交渉の実情を監検した（ 「東汀随筆
　
続篇」 ） 。
安政五年（一八五八） 、園田と大窪がその業をおえて帰国するとき、代わってつぎの二名が来球した。
藩士
　　
市来正右衛門
藩士
　　
岩下新之丞
市来は造士館の教授職にあったようである
（
47）
。
一方、ペリー提督は、琉球の内と外の調査をおこなうために、海陸二組の探検隊を派遣することにした。海のほう 琉球本島沿岸部の深浅をは
かり、陸のほうは那覇から金
きん
武あたりまで赴き、そこから南下の行軍をつづけ、出発点にもどってきた。
島内と東海岸を調査する任務を課せられた陸地探検隊員十二名は、短剣と猟銃で武装し、五、六日分の食糧とテント、製図用具、紙ばさみなど
をもって出発した。隊員
―
、
隊長
　
ミシシッピ号乗組の牧師…………ジョージ・ジョーンズ
　　　
ミシシッピ号乗組の医師…… ライナー博士
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サスクエハナ号乗組の作家………ベイヤード・テーラー（米人）
（香港で雇われた）
　　　
サスクエハナ号乗組の画家………ヴィルヘルム・ハイネ（独人）
らの外、両艦から水夫四人と中国人四名（荷物持ち）から成っていた。
隊長格ジョーンズ師のおもなしごとは、石炭の有無など、本島の地質調査、テーラーは
探検の記録係であった。なお、親
おや
雲くも
上い
（王の重臣）という階級の老人が案内役として同行
した。
五月三十日の午前十時ごろ、陸地探検隊はベッテルハイム宅がある護国寺に集合すると、
そこから出発した。一行はまず泊
とまり
高たか
矼はし
をわたると首里街道に出、そこから西原村をへて中
なか
城ぐす
にむかい、テントを張って露営した。中城城址を実測 たのち具志川村に達した。つい
で石川や金武湾の沿岸をまわり、金
きん
武の観音寺におもむいたのち名
な
嘉か
真ま
に出、そこから海
岸づたいに南下をつづけ、恩
うん
納な
の番所にいたり、そこで第四日目の宿泊をした。そこから
更に嘉
か
手で
納な
、北
ちや
谷たん
、牧
まち
港なとー
、天久をへて六月四日、出発点の護国寺に帰り、そこで一行は解
散した。
今回の探検旅行は全島の半分ほどを走破したようなものだが いちばん印象に残ったの
は、古代の中城城址であったろうか。
中なかぐす
城城址（中城間切の内にあり、首里から四里余りの所にある
（
48）
。一丘陵
（
49）
にして海に面し
ている） 中央 尾根の一支脈の上 湾を俯瞰するようにある。城あとの形は不規則であり、北東から南西の方向にむかっていた。城は完全に残っている箇所も るが、葛
かずら
（つ
た）や灌木でおおわれ、自然の土手さえ区別がつかない所もあ アーチ形の門をくぐ
中城城址の図。自然はハイネが描き、人物はブラウンが描いたもの。
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ると、木の生えた台地を通り、石段を登ると大きな入口があった。そこをくぐり、城の内部に入った。昼食が用意されている間に、ジョーンズ師は城の大ざっぱなスケッチ 描き 部下らは測量をおこなった。
長さ……………………………………………二三五歩
ほ
幅……… 七〇歩
中城城址の内部。〔筆者撮影〕
中城城址の外形。〔筆者撮影〕
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基底における城壁の厚さ……………………六～一二歩頂上における城壁の厚さ…… 一二フィート斜面に沿うて測量せ 外 最高所 六六フィート内側の城壁の高さ………………… 一二フィート外壁の傾 角度……… 六〇度
注・
N
arrative of the E
xpedition of an A
m
erican Squadron …………
 1856, p.170
城壁の材料は石灰岩であり、モルタルやセメントは使用されていなかった。この城は、ひじょうに耐久的に築かれているといった印象をあたえ
た。一行中の中国人は、この城のことを本
チン
城キン
と呼んでいた。
ペリーの意を受けた陸地探検隊の測量班は、古城の大きさ、石垣の厚さや高さなどを調査したほか、画家のハイネは、このとき二枚ほど城址の
絵をえがいた。
六月六日（
4・
30） 。
この日ペリー提督は、総勢二百十名から成る兵および人夫らをしたがえ首
しゅ
里り
城ぐすく
（藩王の居城
（
50）
）をおとずれた。午前九時半
（
51）
、各艦から短艇に乗っ
た各士官および水夫らは、泊の小村 上陸場をめざした。陸戦隊は上陸するや隊列をととのえ、楽隊が奏する曲とともに野砲二門をひきながら、首里をめざして行進をはじめ 道路のあちこちに大勢 見物人の姿がみられ、かれらはアメリカ兵の進軍を興味ぶかくみていた。
行列が首里の城門に達しそうになったとき、三司官らは城門を閉じ、アメリカ兵を中に入れまいとしたが、通事の板良敷がその無謀なることを
説き、ついに城門をひらくことにした。
ペリーは総理官（架空の職であり、執政に相当）の訪問をうけてから、国王を表敬訪問 い旨を王府に伝え 。王府側はこれに驚き、何かと
理由をならべて思 とどまらせようとしたが失敗し、結果的にはペリーの押 かけ訪問を受け入れざるをえなくなった。
王宮の門のわきに「守礼之邦」といった扁額がかかった門があり、そこを通り抜けると、王宮内の庭に通じる門があった そこに「奉神門」と
いった扁額がついていた。総理官と布政 らは、ペリー以下士官らを正殿ではない「北殿」に案内すると、左側のイスにすわり ペリーは右側の
（54）173
上席につき、士官らも位階に応じて着座した。ペリーは国王（十九代・尚
しょう
泰たい
［一八四八～七
九］ ）やその皇太后の安否を問い、今後の和親条約の締結、本艦隊の再寄港などについて語った。
総理官（執政）は、ペリー提督らの押しかけ訪問に少なからず不安を覚えたようである
（
52）
。
しかし、約一時間後にペリーら士官を首里の町中にある自邸（那覇里主館？）に招くと、十二品の盛膳（スープ、ゆで玉子、焼魚、魚やブタ肉のフライ、焼肉、砂糖菓子など）を供して歓迎した。宴半ばのとき、ペリー提督は立ちあがると、琉球人民の繁栄と琉米両国の和親のために乾杯した。それに対して総理官は、ペリーの健康のために乾杯した。
総理官の通訳は、板良敷であった。かれ すでにのべたように、英語をすこし話したが、
会話は中国語でおこなわれた。
やがて総理官邸における招宴がおわると、ペリー提督の一行は隊伍を組んで帰途につき、
三時ごろ帰艦した。王宮を訪問 翌日 六・七） 、ウィ アムズ師はコンティ大尉と公館（若狭町の学問所）へおもむくと、昨日の王宮訪問の礼をのべ、総理官、王子、皇太后らへ贈物（鏡台、フランス製の香水） し、ま 艦隊への供給品にたいする査定をした。はじめ王府側は弁償の不必要なることを主張したが、ついに物資 代価を受けと ことに同意した。
六月九日（
5・
3） 。
この日、ミシシッピとプリマスの二艦を残し、サスクエハナとサラトガの二艦は、小笠原諸島（ボーニン諸島）の調査のため那覇を出帆した。
同諸島に四日間滞在し、六月十八日（
5・
12）帰港した。
七月二日（嘉永
6・
5・
26） 。
ペリー提督は早朝、サスクエハナ、ミシシッピ、サラトガ、プリマスの四艦をひきいて那覇を出帆し、江戸湾の浦賀をめざした。日本到着後、
国交・通商をもとめる米大統領の親書を手渡し、再来を約して退去した。七月二十五日（
6・
20）艦隊は那覇に帰港した。翌日、アダムズ中佐、
ハイネが描いた宴会の図。
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ウィリアムズ師らは上陸すると、公館におもむき、王府当局と交渉に入った。会談の席に通事として出てきたのは板良敷である。ペリーが琉球にたいして求めたものは
―
、
一
　
泊の聖現寺の一年間賃借
一
　
五、六百トン容れられる貯炭所の建設
一
　
偵吏の尾行 禁止
一
　
市場における売買の自由化
などであった。そしてこれらの要請に対する回答を総理官に申し入れた。七月二十八日（
6・
23） 、ペリー提督は、副官コンティ以下サスクエハナ号艦長アダムズ、ミシシッピ号艦長リー、プリマス号艦長ケリーらの
士官をともない、公館を訪れた。琉球側から前任の総理官・摩文仁
按あ
司じ
尚大模に代わって新たに総理官に就任した
宜ぎ
野の
座ざ
按司
尚しょう
宏こう
勲くん
、地方官
（那覇里主） ・
鄭てい
長ちょう
烈れつ
らが会談の場に出、また通事として板良敷、ウィリアムズ師が出席し、またペリーの招きで、ベッテルハイム師も一座に加
わった。
ペリーが文書をもって申し入れた事項の回答はすでに用意されており、双方のあいさつがおわると宴会がはじまり、明確な回答は翌日にのび
た。七月二十九日（
6・
24）朝、地方官（那覇里主）は、通事の板良敷その他役人らをともない旗艦サスクエハナを訪れ、要求を承諾する旨回答
した。
その後ペリーは、八月一日（
6・
27）艦隊をひきいて太平天国の乱に荒れる中国を訪れ、香港・マカオ・金星門・黄埔を訪問したのち、翌一八
五四年一月二十二日の夕刻、那覇に帰港した。港にはマセドニアン、バンダリア、サプライのアメリカ軍艦三隻が停泊していた。二月三日（嘉永
7・
1・
6） 、ペリーは二回目の王宮訪問をおこない、同月七日（
1・
10）日本訪問のため那覇を出帆した。
ペリーのひきいるアメリカ艦隊七隻 、江戸湾の神奈川沖に投錨したのは二月十三日（
1・
16）のことであり、三月三十一日（
3・
3）日本政
府と「日米和親条約」 （ 〝安政条約〟 ）をむすび、七月一日（
6・
7）那覇にもどってきた（五回目の琉球訪問） 。
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強硬策により日本を開国させることに成功したペリーは、その余勢を駆って七月十一日（
6・
17）琉球王府と「琉米修好条約」 （六ヵ条からな
る）をむすんだ。それを要約すると、左記のようになる。
一
　
琉球にやって来るアメリカ市民を厚遇すること。
一
　
琉球およびその管轄下にある諸島に、アメリカの船舶が難破寄泊したとき、その生命および財産を保護すること。
一
　
上陸した乗組員の監視および尾行の禁止。
一
　
泊にあるアメリカ人 墓石の保護。
一
　
那覇に入港する船舶のために水先案内人を置くこと。
一
　
薪水の値段 ついての取りき 。
七月十四日（
6・
20）ペリーは王府の当局者、役人らをミシシッピ号に招き宴会をひらいたのち、同月十七日（
6・
23）ミシシッピ号に乗り、
ポーハタン号とともに那覇を出帆し、香港へむかった。
＊
一
　
ロシア艦パルラダ号の寄港
一八五四年二月十三日（ロシア暦二月一日、嘉永
7・
1・
16）ロシアのプチャーチン提督がひきいる三隻から成る艦隊は、那覇の停泊所に投錨
した。プチャーチンが座乗する日本遠征のフリゲート艦パルラダ号がクロンシュタット港（レニングラード州西部 港、西フィンランド湾のコリント島にある）を出帆し、イングランドのポーツマス港 目ざ たのは一八五二年十月十九日
（
53）
のことであった。かれはポーツマスで急きょスクリ
ュー船を購入し、ボストックと命名し、艤装をほどこしたのち 隊に組み入れた。両艦は別々に出帆し、ひとまず会合地点を小笠原諸島（ボーニン諸島）とした。同諸島の父島（ピール島）には僚艦オリヴーツァ号と輸送船クニアツ・メンシコフ号が待機していて、当 においてパルラダ号、オリヴーツァ号、クニアツ・メンシコフ号の三隻の艦船は、日本遠征の艦 を編成した。
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プチャーチン提督がひきいるロシア艦隊が、長崎に投錨したのは一八五三年八月二十一日
（
54）
のことである。この長崎において日露会談がおこなわ
れるのであるが、江戸から幕府の全権が下向するまで三ヵ月長崎に滞在をよぎなくされた。その間を利用して、琉球を訪問するのであるが、一八五四年二月六日（ロシア暦の一月二十四日）長崎を出帆し、同 十三日那覇 訪れた。那覇には九日 滞在し、二十一日旗艦パルラダ号は、オリヴーツァ号、メンシコフ号をともない抜錨すると、マニラにむかい、四月二十日（ロシア暦四月七日）三たび長崎を訪れた。
旗艦パルラダ号には、プチャーチン提督のために航海記録をつくる秘書として作家のゴンチャロフ（一八一二～九一）が乗っていた。かれはは
じめて見た琉球の島を文字にするのだが、かれの眼に写ったこの島の印象は 帯状をなして水平線沿いにつづく大地といったものであった。丘はいろいろな色のはぎ合わせ細工 り、その頂にはむつまじく、 んもり茂るヒマラヤ杉がみられた。
那覇に投錨して一時間後、ゴンチャロフとその仲間は、泊に上陸すると、小道を歩いていた。先へ進むにつれて道がわからなくなり、ゴンチャ
ロフは住民の一人に、英語で「この道を行くと、どこです 」とたずねた。が、相手はわからぬという合図 した。道は山へさしかかり、首都（首里）へむかっていた。守礼の門を通り抜け、街路にいたると、石垣のむこうに赤い瓦の屋根がみえた。
城をぐるりと迂回し、山をおり、にぎやかな商店街に出、いくつかの通りや横町をのぞいたのち、大きな道に出、帰路についた。パルラダ号にもどると、ひげ 生やした老人が二人、土産をもって安着 祝いをいいに来 していた。かれらにお茶がふるまわれ 人は中
国語で通訳のゴシケヴィチと自由に筆談していた。 「もう一人は英語 話したが、ほんのわずかであった」 （
高野
　
明
島田
　
陽
共訳『ゴンチャローフ
　
日本渡
航記』雄松堂出版、昭和
44・
4、五五三頁）という。このかたことの英語を話した琉球人はだれであったのか。その者は板良敷であったかとおも
われる。
翌二月十四日（ロシア暦二月二日） 、宣教師ベッテルハイムがパルラダ号を訪れ、プチャーチンと会った際に 人口や住民、産業や風俗など
ついてつぎつぎと質問をうけた。ゴンチャロフによると、ベッテルハイムは英語とドイツ語 フランス語を話し 。が、フランス語は拙劣であったという。またゴンチャロフの仲間がベッテルハイムの評判を聞い ところ、 「一人が英語で宣教師のこ を、“
B
ad m
an, very bad m
an! ” （悪い
奴だ、 ても悪い奴だ） いった」というから、この言葉 発言者は通事の板良敷であったものか。
二月二十一日（ロシア暦二月九 ） 、白髪で長身、赤鼻の地方官が通事二名（一 は中国語 もう一人は英語）をともな パルラダ号を訪れ、
別れを告げた。このときプチャーチンは幕府から贈られた日本刀をみせ、貴国にもこのような武器が とたずねると、地方官はない、といっ
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て笑い、わが国の武器はこれなり、といって、一本の
扇せん
子す
を示した（ 「尚泰侯実
録」 『東恩納寛惇全集
　
2』所収、第一書房、昭和
53・
8） 。
＊
一八五四年四月十三日（嘉永
7・
3・
16）の午後四時ごろ、北太平洋とシナ海の
測量と探検を目的とするアメリカ海軍に属する軍需物資輸送船ジョン・Ｐ・ケネディー号（五二〇トン、備砲三門、乗組員四〇名）は、那覇に入港した。ペリーが琉球政府に約束させていた水先案内人は なかった。そのため入港のさ に砂州のあいだを縫って進むのに骨を折ったという。
投錨後、甲板士官のマカロムが上陸し、知事に会って薪水の提供をもとめることになったが、海岸で役人と会った。使者としてやって来た役人
名は、ナガドール
 N
agador といい、第一級の琉球紳士であったと、Ａ・Ｗ・ハバシャム大尉は航海記
（
55）
の中で記している。ナガドールといった琉
球人は、いったい何者なのか不明である。同人の物腰は上品であったという。ささやくような、低い声で話したといい、育ちの良さとこうかつさがいっしょにな て たという。
ほどなくジョン・Ｐ・ケネディー号の甲板は、かれが伴って来た三、四十名ほどの随員でいっぱいになった。
ナガドールは用が足せるていどの英語を話した。ほかに片ことの英語を話せる者も何人かいた。かれらは英語を宣教師たちから学んだのである。あと
で当地には宣教師が二人いることを知った。一人は英国国教会の宣教師であるイギリス人、もう一人はカトリックの司祭で、フランスのイエズス会士である。英語をすこし話すこれらの琉球人は、わたしがこれまでに ったどんな外国人よりも英語を造作なく発音した。中国人とは異なり、Ｒの発音をやすやすと行なうのである。
かつてマカオで中国人の召使いによって赤面したことがある。その召使いは米の料理の皿を取ろうとしたとき、わたしをひじでそっと突いて注意をひ
き、こうたずねた
Y
ユーou w
ワンチーanchy l ライスice? （シラミはいらんかね？）と。わたしはその日、米をひとつぶも口にしなかった。
アメリカの海軍士官と琉球女性の図。
168（59）
琉球における英学発達小史
ここに出てくる英国国教会の宣教師とは、いうまでもなくベッテルハイムであり、カトリックの司祭とはルテュルデュ師のことか、つまびらか
にしない。
ともあれジョン・Ｐ・ケネディー号は、燃
バンカー
料庫や甲板をまき
0
でいっぱいにすると、慶
アナキリマ
良間諸島
（
56）
（那覇の東約二〇キロ）を測量するために出帆し、
約二週間後に那覇にもどってきた。
港に僚艦のヴィンセンズ号（旗艦、八〇〇トン、備砲十門、乗組員二〇〇名）とフェニモア・クーパー号（八八トン、備砲一門、乗組員二〇
名）が停泊ちゅうであった。航海に薪水の供給は不可欠であるが、琉球人のしごとぶりは緩慢であった。調査隊のアメリカ人は、ひまを利用して那覇の町とその近郊をぶらついた 曲がりくねった通りから、市場に入ったときのこ である。あっという間に道がひらけたと思ったら、大混乱が起った。外国人が来た、というので品物をそのままにして逃げだす者、ブタを肩にかつい 駆けだす者が かと思った 、米の束をわきにかかえた体つき よい女性は平然 立ち去った。
いったいに島民は、外国人 たいして違和感を覚えたようだが、異国人のすがたに慣れている役人だけは、どこで会っても平気であった。
＊
一
　
アメリカの測量艦フェニモーア・クーパー号の来球
嘉永三年（一八五〇）十月、摂津国の栄力丸の茶汲であった彦太郎（十
五歳）は、江戸からの帰路海難にあい、太平洋上でアメリカ商船オークランド号に救助されたのち、サンフランシスコやボルチモ で教育をうけ、安政五年（一八五八）五月帰化してジョセフ＝ヒコと称した。のちにアメリカ彦蔵とも呼ばれたこの元漂流民は、一八五八年二月ごろ上院議員ウィリアム・グウィンの家で食客であったころ 晩さん会や夜会に顔を出すうちにジョン Ｍ・ブルック海軍大尉（一八二六～ 九〇六）と知りあいになった。
アメリカ人の姿を見て逃げだす琉球人たちの図。
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ブルックは天文学・測量術・航海術に秀いで、水路や海底調査の専門家であった。南北戦争後、合衆国の海軍砲兵工廠長、海軍大学教授などを
歴任した人である
（
57）
。一八五八年九月二十六日（安政
5・
8・
20）―
彦太郎ことジョセフ＝ヒコは、測量艦フェニモーア・クーパー号（艦長ブル
ック、二本マストのスクーネル型の小艦九六トン、乗組員計十七名）に書記の資格で乗船した。そして行く行くは便船のあり次第、日本に送り還してもらうつもりであった。
フェニモーア・クーパー号は、もともとニューヨークの水先案内船であったが、数年前にアメリカ政府によって買いあげられ、測量艦に改造さ
れた。
この日サンフランシスコを出帆したフェニモーア・ク パ 号は、海底を調査しながら ハワイ諸島のオアフ島を目ざし、同年十一月九日（安
政
5・
10・
4）ホノルル沖に投錨した。が、彦太郎はふなあたりがひどいため、ホノルル入港を機にブルック艦長に辞職を願い出、快よく承諾を
うることができたので艦をおりた。のちかれは香港におもむき、そこでアメリカ軍艦ミシシッピ号 乗り、翌一八五九年六月長崎にやって るのである。彦太郎にとって九年ぶりの故国 風景
フェモーア・クーパー号は、その後マ シャル諸島、マリアナ諸島、台湾をへて琉球にむかった。一八五九年七月三日（安政
6・
6・
4）同艦は、那覇に四年ぶりに戻ってきた。折から港にはオランダの蒸気艦バリ号が停泊ちゅうであり、日
本ニュースなどを伝えてくれた。那覇 地方官（
那な
覇ふあ
里さとう
主ぬし
）の使者（通事）や役人らが来艦し、タバコを吸ったり、おしゃべりをしたのち帰っ
てゆくのだが、必要なものを供する旨約束してくれた。このとき通事の板良敷は来艦しなかった。
ブルックは日記に「旧友のイチエラ・ジィチェ
Itchera G
ichee は病気である」 （
11・
3付）としるしている
（
58）
。
七月四日。泊の聖現寺に住むフランス人宣教師フュレとフルリは、通事 ナガドール
 N
aghador を伴って来艦した。ナガドールとブルックとは旧知の間柄
であった。ナガドールは、うれしそうに笑い、ブルックと握手すると「久しぶりですね」といいたかったのか、すこし変な英語だが、
H
ow
 long 
tim
e I no see you. といった。同人はまた、一八五四年（嘉永
7）北太平洋探検調査艦ヴィンセンズ号が那覇を訪れたときの指揮官であったジョ
ン・ロジャーズ准将の健康状態をたずねたついでに、ペリー提督はお元気 すかときいたが、亡くなったというと、ショックを受けたようだった。
ブルックはあとで五年ぶりで泊に上陸したが、往時をおもい出しなつかしかった。
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七月五日。午前九時ごろブルックは部下のカーンと泊に上陸すると、貯炭所に「
偏へん
角かく
計」 （偏角とは
かたより0
・傾きを表わす角。子午線を定める望望鏡と
磁針とを組みあわせたもの）をすえた。聖現寺の中と周辺を散歩し、泊高矼をわたり、テントにもどろうとすると、通事たちと会った。そのとき、あす地方官と摂政がバリ号の艦長 引見するといった。
七月六日。ブルックとカーンは、泊高矼のほうに行くと、ベンガル菩提樹の下にゴザを敷き、タバコを吸い、お茶を飲んでいる琉球人をみた。ブルックと
カーンもその仲間に入った。
七月七日。午前十時ごろ、ブルックはソーバン大尉を伴ない那覇にいる地方官を訪れた。地方官と会ったとき、お互い健康状態をたずね合った。通訳をつ
とめたのはナガドールである。このときブルックは浮
ブイ
標のことを話題にし、砂州のうえにそれを置くようにいったが、波に押し流されるから難問
だといわれた。
七月九日。夕食後、ブルックとカーンは、フランス人司祭らを訪れた。かれらの住居となっている聖現寺は、ヒマラヤ杉にとり囲まれており また畑では
トウモロコシやカボチャ、トマトなどが栽培されていた。司祭は温度測定をおこなってい 昨年、琉球ははげしい地震に襲われたが、島民は地震に順れているので、びっくりすることはないのである。
通事の板良敷のことだが、司祭の話だと、病気ではなく、昇進したために人前に出ないらしい。琉球人は日本人とおなじように軽いうそをつく
のである。
七月十一日。朝、司祭からフランス語で書かれた手紙が届き、どのような食料が必要かと聞いてき ブルックらは那覇に来てから食物に困ることはなかっ
た。ブタ肉、鳥肉、魚、サツマイ 、ナス、タマネギ カボチャ、卵子などの提供をうけた。しかし、卵子だけは新鮮ではなく 鳥肉 まずまずのものであった。良質なものは、ブタ肉と あった。
（62）165
七月十二日（安政
6・
6・
13） 。
この日、フェニモーア・クーパー号は、那覇を出帆し、香港・横浜をめざした。同艦が那覇に滞泊したのは約一週間であった。
＊
一
　
廃藩置県と沖縄の英学
　　　　　
―
明治・大正・昭和の英語教育
維新の変革については、うわさとして琉球にも伝わっていたようであるが、琉球民の多くは時勢の推移に無関心
（
59）
であった。王府の首脳部にして
も、維新の動乱を対岸の火災ぐらいに思っていた
（
60）
。明治四年（一八七一）七月十四日
―
明治政府はクーデター方式により、一片の布告で〝廃藩
置県〟を断行した。薩摩藩は鹿児島県となり、琉球は同県の管轄下に入れられた
（
61）
。
　
廃藩置県の翌年の明治五年（一八七二）一月 鹿児島から奈良原幸五郎（のち繁、一八三四～一九一八、明治期の官僚）と伊地知貞
さだ
馨か
（一八二
六～八七、幕末・維新期の政治家、のち外務省に出仕）が琉球に派遣された。両人は摂政・三司官と会うと、維新の変革や王制復古について説明し、さらに琉球はこれまで通り鹿児島に従属することを伝えた。
同年七月、朝廷からの命をうけたとして鹿児島県権典事、参事らが来島し、使者から通達文が手渡された。それには王政御一新につき、ご祝儀
かつごきげん伺いのため、使者（慶
けい
賀が
使し
）を参朝させよ、とあった。そのため王府としては、
正使……………伊
い
江え
往おう
時じ
朝ちょう
直ちょく
副使…… 三司官・宜
ぎ
湾わん
朝ちょう
保ほ
を東京に派遣することに決した。
慶賀使一行は、七月中旬那覇を出発し、鹿児島で一カ月ほど滞在したのち、九月三日品川に到着した。十四日
参さん
内だい
すると、表文（君主に奉る
文）を呈し、かつ琉球の産物を献上
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使節一行は勅語を賜わったが、それをやさしい現代文にすると、 「
尚しょう
泰せい
はよくつとめはげむので、琉球藩王となし、
叙じょ
して華族に
列れつ
す」とあっ
た。藩主ではなく〝藩王〟としたのは、琉球が清国の附
ふ
庸よう
（小国）であったことへの配慮からであった。一行は琉球王に代わってこれを拝受した
が、琉球王国は、あらためて日本国の一藩となったのである。
明治八年（一八七五）六月、政府は松田道
みち
之ゆき
（一八三九～八二、明治前期の官僚、滋賀県令、のち東京府知事）を琉球処分官として那覇へ派遣
し、八ヵ条からなる政府命令を伝達した。それの主なものは、清国との朝貢関係を絶つこと。冊
さつ
封ぷう
の廃止。明治の年号を用いること。福州の琉球
館を廃止すること、 どであった。
王府は、日本政府から突きつけられた命令を不服として交渉を重ねたが、松田も強硬な態度をくずさなかった。琉球側がいちばん不満であった
のは、清国にたい 臣礼の儀であった。それを絶つこ は親子の道を絶つにひとしかった。
松田は二度も琉球にわたり、王府を説得したが、琉球側の態度は不変であっ 。そのため明治十二年（一八七九）三月、松田は不退転の決意を
もって警官約六〇余名、熊本鎮台の兵約四〇〇名をひきいて首里城に乗りこむと、藩王の代理・今
な
帰き
仁じん
王子に太政大臣・三条実美の達書を読みあ
げ、琉球藩を廃し、沖縄県 置くことを伝えた。すなわち、文句をいわさず 方的に〝廃藩置県〟を命ずる通達を発したのである。
廃藩置県を断行するにあたり、土地・人民に関する一切の書類を政府に引きわたし、首里城も明けわたさねば らなかった。また藩王・尚氏は
東京に居住すること 命じられた。明治十二年四月四日
―
廃藩置県が正式に布告された（ 『東京日々』明治
12・
4・
8付） 。かくして四百年以上
もつづいた尚家の琉球王国は、名実ともに崩壊した。日本政府の理不尽な命令に接した王府はパニックをきたし、政府の命にしたがえない旨をしたためた嘆願書を出したが、政府の態度を変えることはできなかった。こんどこそはぜひとも果断をもって廃藩置県をもって琉球を処分す に決したという（ 『朝野新聞』明治
12・
2・
27付） 。
清国公使・何
フゥズーチャン
如璋は、日本政府の琉球処置を非難し、本国政府へ電文をもって報告し
た。その骨子は、
―
日本政府は琉球を領取した。琉球王を廃し、日本の官吏をもって
琉球王に代えた。これはじつに過激な措置である。なぜなら、琉球は清国の領属するものであっ からである（ 『朝野新聞』明治
12・
4・
20付） 。
琉球さいごの国王・尚泰の肖像。
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廃藩置県が断行された翌明治十三年（一八八〇）に師範学校、中学校（国学の後身、首里中学校） 、小学校（村学校の後身）が開設された
（
62）
。明
治十八年（一八八五）には五十三の小学校が設けられた。沖縄における英学の点から注目すべきは、沖縄県最初の中学校
―
首里中学校（のち沖
縄県尋常中学校と改称）が教科課程のなかに「英語」を入れたことである。
廃藩置県となると、民心は大いに混乱したが、そのころ琉球を訪れた商人は、 「琉球通信」に投稿し、 「市民を見るに、人民各其
その
業ぎよう
を営
いとな
み、曾
かっ
て
（ついぞ）異常無し」と報告している（ 『朝野新聞』明治
12・
5・
3付） 。置県となって間もないころの那覇や首里における教育は、旧藩時代の
「国学」をひきついだものであった。家庭教育も〝漢籍〟を中心としたもので、新教育はなかなか進まなかったという（ 『県立一中・首里高校九〇年のあゆみ
　　
沖縄の教育風土記』養秀同窓会、昭和
46、
6） 。しかし、明治四十年（一九〇七）四月、高等小学校（義務教育六年にさらに二ヵ
年加え八年としたもの）の随意科目に英語を加えた。教科書としては、神田乃武著『訂正小学校英語読本』 （全四巻、明治
37・
12）を用いた。と
もあれ首里中学校の英語 時間の配当表はつぎのようなものであった。
［学年］
　　　　　
［科目］
　　　　　　　　
  ［時間数］
第一学年…………読方・講解
　　　　　　　　
6
　　　　　　　　
綴字・習字
第二学年…………読方・講解
　　　　
6
　　　　
会話・文法
第三学年…………読方・講解
　　　　
6
　　　　
綴字・会話・文法・作文
第四学年…………読方・講解・綴字・
　　　　
6
　　　　
会話・文法・作文
第五学年…………読方・講解・綴字・
　　　　
6
　　　　
会話・文法・作
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明治二十七年（一八九四）四月、沖縄県尋常中学校（首里中学校の後身）は、中学教則を改正し、英語を随意科とした
（
63）
。このころ県庁の学務課
長であった児玉喜八は、沖縄師範学校と首里中学の校長を兼ねていた。かれはこの年の十一月、首里中学校の講堂において訓話し、つぎのような話をした。
―
わたしは皆さんに同情を寄せる。皆さんは普通語（標準日本語
―
大やまと
和口
ぐち
）さへ完全に使へないクセに英語まで学ばなければならないといふ気の毒
な境遇にゐる。つまり一度に二つの外国語を修めると同じ訳だから、これは皆さんに取っては非常な重荷だ。わたしは今その重荷の一つをおろしてやらうと思つてゐる。
これから英語科を廃さうと思ふから0
、その力を片一方に集中するように……（
伊い
波は
普ふ
猷ゆう
「中学時代の
思おもいで
出
」 『沖縄教育』第一三五号所
収） 。
児玉喜八の講話は、このような内容のものであったが、一同、とんだ同情だといって、激怒した。とくに高等教育熱におかされた連中や上級学
校への進学希望者たちの激昂はたいへんなものであった。英語をやっておかないと、上の学校に入学できなかったからである。
日本語もじゅうぶんに使えない沖縄人に英語も不要だといって 英語科を廃止する、 た児玉の宣言に不満を抱いたのは、生徒たちだけで
はなかった。多くの父兄、下級官吏たちも怒り、さらに『琉球日報』 （沖縄唯一の言論機関）もだまっていなかった。英語科を廃止するということは、沖縄人に高等教育を受けさせまいとすることであり、ひいては沖縄を植民地あつかいするもの といって児玉校長をた いた。
田島利三郎教諭（皇典講究所出身）や下国良之助教頭らが校長に忠告し、その計画をやめさせようとしたが、下国を休職にし、田島を諭
ゆ
示し
免官
にしたために 翌年全学ストライキにまで発展した。とう う双方のあ だに折中案ができて、英語を随意科にするというところでけりがついた。
明治二十九年（一八九六）三月、 校長は転任し 主動者をのぞく百五十余名の生徒が復校をゆるされた。ともあれ沖縄県尋常中学は、その後沖縄県中学校・沖縄県立中学校・沖縄県立第一中学校と三度、名称が変え が、このオンボロ校舎から、数
多の俊才が林のごとく、雲のごとく輩出した。そこで学んだ生徒もえらかったが、そこで教えた教師も多士済済でえらかった。英語教師についていえば、すぐれた人材が多い。
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和田平次郎…………明治三十三年（一九〇〇）六月～大正五年（一九一六）十月まで、約十六年
間おしえた。かれは毎週一回かならず英語の書き取りをやり、答案をその場で採点して返した。かれは鍛錬主義の教師であった。
胡屋朝賞……………沖縄県立中学を卒業後、広島高師英文科を出た。鹿児島二中、沖縄二中をへ
て大正五年（一九一六）十月、母校の教師と り、二十六年間教諭・校長として勤め、戦後琉球大学の教授、学長となった。この教師は温厚篤実の士であり、人柄と学殖の深さゆえに生徒 ら親しまれ 旧制高等学校教員の資格免許を得、高検にもパスしていた。教場では英語以外何も話さなかった。歩きながら英語の辞書を手に勉強 い ある年の卒業式の分散会 いたという。 「わしは能なしだよ。酒もタバコものめず、女遊びもできんから英語をやっている。 は勉強すればするほど、ますます分ら くなった」 。
魚住淳吉……………東京帝大出身の民主義的、自由主義的な教頭。夏目漱石に英語を教わった。
権力におもねらず、信念の人であった いう。英語の授業のとき 立って答えたら、四〇点をくれた。
沖縄では明治の末から大正七、八年（一九一八、一九）にかけて、社会問題はやかましくなか
ったから、生徒は勉強一点ばりであった。生徒のなかには英語はできるのだが、数学がだめなために何度も落第する者がおり、東京の中学へ転校したが、そこでも何回も落第した。この生徒はのちに予備校の英語教師になった。
大正時代、沖縄はすべてが貧しかった。生徒のクツはゴム靴、穴のあいたクツを平気ではいていた。教科書は上級生のおさがりを使った。生徒
の中には貧しさゆえに途中で廃学する者、帽子編みをしたり、夜人力車をひく者もいた（ 『沖縄の教育風土記』 ） 。
明治期にこの中学校で用いられた英語教科書であるが、アメリカの学校で使った教科書 原物そっくりに再製したものであり、いわゆる翻刻本
であった。
大正時代の那覇の町。
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［学年］
　　　　　
［教科書］
　　　　　
 　　
［時間数］
第一学年…………ナショナル読本第一、第二
　
6
　　　　　　　　
ウェブスター綴字書
第二学年…………文部省読本第三
　　　　　　
6
　　　　
スウ井
ン
トン小文典
　　
英和会話書
第三学年…………ナショナル読本第四
　　　　
6
　　　　
スウ井
ン
トン小文典
　　
英和会話書
第四学年…………ユニオン読本第四
　　　　　
6
　　　　
スウ井
ン
トン大文典
　　
英和会話書
第五学年…………フランクリン自叙論
　　　　
6
　　　　
スウ井
ン
トン大文典
　　
英和会話書
注・沖縄県尋常中学校教科用図書配当表より。
上原義徳氏の「沖縄県における明治期の中学校と高等女学校の英語教育」 （ 『日本教科教育学会誌』第
29巻第
3号、平成
18・
12）を参照。
明治初期の英語の教科書は、外国から輸入した原書であったが、明治十年代後半から翻刻本が出回るようになった。明治中期から大正期にかけ
て、最も多く用いられたのは、 『ナショナル
読リーダー
本
』 （
B
arne ’s N
ew
 N
ational R
eaders ’ 全五巻）と『ユニオン読本第四』 （
Sander ’s U
nion R
eader, 
N
um
ber F
our ）であった。これらの翻刻本と同時に「独案内」 （虎の巻）も多く刊行された
（
64）
。 『ナショナル読本』の翻刻本が刊行された正確な時期
については不明であるが、明治二十年前後にすでに四点以上も出ているという
（
65）
。多くは巻二、巻三まで。六合館と積善館は、五巻までを明治三十
（68）159
五年（一九〇二） 、同三十七年（一九〇四）まで出版した。『ナショナル読本』の巻一に出てくるのは、子どもたちの家庭・田園生活であり、犬とあそぶ少年、人形をかわいがる少女、そりやスケートをたのしむ子どもたちが描かれている
（
66）
。第一部第
レッスンワン
一課の書き出しの文は、
It is a dog である。
巻二は、日常会話が多く、家庭を中心とした動物の話が多い。蜜蜂やかたつむりの話などが出てくる。巻三は読み物が中心であり、教訓的な話
が多い。アンデルセンの童話「マッチ売りの少女」の話などが添えられている 巻四は、三八四頁の大部な本である。教訓的な話、冒険談、地理、歴史、動植物についての話が多い。巻五も四八〇頁もある大部な書である。ディケンズ、ラスキン、クーパー、アーヴィングなど、英米の大家の文章を多くふくむ。『ウェブスター
綴スペリング・ブック
字書
』 （
N
oah W
ebster: T
he E
lem
entary Spelling-B
ook. B
eing an Im
provem
ent on “T
he A
m
erican-Spelling B
ook ” ）は、読本に入る
前に学ばなければならぬ入門書である。明治十三年（一八八〇）から同二十二年（一八八九）まで十点ほど出ているという
（
67）
。同書は一
ひと
言こと
でいうと、
英単語の綴りと発音の本である（写真参照） 。「文部省読本
　
第三」とは、文部省がウォルター・デニングに依頼して作った読本、すなわち『文部省正則英語読本』 （
W
alter D
ening: E
nglish 
『ウェブスター綴
スペリング・ブック
字 書』（明治18・11刊，〔出版〕
大坂府平民・中川弥三吉）。〔筆者蔵〕
『スゥヰントン小文典』の虎の巻。〔筆者蔵〕
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R
eaders–T
he H
igh School Series ）の第三巻のことのようだ。この教科書の第一巻は、明治二十年（一八八七）に刊行されている。日本の生徒にな
じみのある日本や中国の話を多く取り入れている
（
68）
という。
『スウ
ヰ
ントン小文典』 （
W
illiam
 S
w
inton: N
ew
 L
anguage L
essons: A
n E
lem
entary G
ram
m
ar and C
om
position. P
ublisher: N
. H
. T
oda, T
okyo, 
1888 ）は、英文法の教科書である。これは初級用である。中学の上級クラスでは『スウ
ヰ
ントン大文典』が用いられた。小文典のほうは明治十年
代から同二十年代にかけてよく用いられたようである。『スウ
ヰ
ントン大文典』 （
W
illiam
 S
w
inton: A
 G
ram
m
ar containing the E
tym
ology and Syntax of the E
nglish L
anguage. P
ublisher: N
. H
. T
oda, 
T
okyo, 1889 ）は、初等文法をおえた者が学ぶ、上級用の英文法書である。
「英和会話書」については不明。 「フランクリン自叙論」はアメリカの政治家・著述家ベンジャミン・フランクリンの『自伝』 （一八一七刊）を教科書用に翻刻したものであろう。
＊
明治期の沖縄には大学はなく、最高学府といえば師範学校、中学校（男子校） 、高等女学校があるのみであった。明治の末年から大正をへて昭
和初期にかけて、つぎのような中等学校がつくられた。
明治三十三年（一九〇〇）六月…………沖縄県師範学校内に「私立沖縄高等女学校」 （三年制の高女、県立第一高等女学校の前身） 。明治三十六年（一九〇三）四月…… 私立 高等女 は「沖縄県立高等女学校」 （四年制、四学級）となる（明治
41・
4） 。
明治三十八年（一九〇五） 月…… 私立那覇女子技芸学校（のち 県 第二 となる）の設立。明治四十四年（一九 一）四月…… 沖縄県 第二中学校の設立。大正九年
　　
  （一九二〇）十二月………国頭村各村組合立実科高女（のち「国頭高等女学校」 「沖縄県立第三高等女学校」となる） 。
沖縄で唯一の女子教育の最高学府であった「沖縄県立高等女学校」は、明治四一年（一九〇八）四月 英語を随意科目としてカリキュラムに加
（70）157
えた。英語の科目と時間数は左記のとおりである
（
69）
。
［学年］
　　　　　
［科目］
　　　　　　　　
  ［時間数］
第一学年…………綴字・読み方・訳解
　　　　
3
　　　　　　　　
習字・書取
第二学年…………読み方・訳解 習字
　　　　
3
　　　　
書取・会話
第三学年…………読み方・訳解・会話
　　　　
3
　　　　
文法・作文
第四学年…………読み方・訳解・会話
　　　　
3
　　　　
文法・作
その他、時代の要請にこたえて、県内各地にいろいろな実業学校、中等学校がつくられた。
明治十八年（一八八五）二月……… 沖縄県医院付属医学講習所の創設。のち「沖縄医生教習所」と改称。明治二十一年（一八 ）……… 国頭郡農事講習所の創設。のち「沖縄県立農学校」 （明治
44） 、 「沖縄県立農林学校」と改称（大正
12・
4） 。
明治三十一年（一八九 ）…… 那覇区立商業補習学校 甲種商業学校」と改称（明治
38・
8） 。
明治三十五年（一九〇二）…… 首里区立工業徒弟学校の設立。のち「沖縄県立工 徒弟学校」と改称（大正
3） 。
明治三十五年（一九〇二）四月 甲種学校。明治三十七年（一九〇四）八月…… 糸満村立水産補修学校の創設。 ち「糸満村立水産学校」 （明治
38・
3） 、 「沖縄県立水産学校」 （明治
43）と改称。
昭和十二年（一九 七）四月……… 八重山農林学校の創設。昭和十五年（一九四〇）四月…… 青 訓練所の創設。 ち「沖縄師範 」と改称（昭和
19・
2） 。
………………………………………………………………………………………………
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昭和五年（一九三〇）………………… （私立）沖縄積徳高等女学校の創設。これは和裁と家政の技術を教える学校であった。のち「私立沖縄家政高等
女学校」 （昭和
11・
3） 、 「沖縄積徳高等女学校」と改称（昭和
16・
3） 。
昭和七年（一九三二）………… 沖縄昭和女学校の創設。昭和十一年（一九三六）… 財団法人開南中
ほかに、私立養秀中学校、私立沖縄夜間中学校などがある（亀川正東著『沖縄の英学』よりまとめた） 。生徒は英語をじぶんが通う学校だけで学んだわけではない。ある者は私塾的な学校や共済組合の聖書研究会のようなところでも勉強した。那覇
区真教寺内に「英語学校」があった。教師は東京英語学校の卒業生・高崎義男であった。この学校は生徒募集の広告を出した。 （ 『琉球新報』明治
32・
9・
13付） 。
また明治の末から大正の七、八年（一九一八、一九）にかけて、那覇の町に「組合協会」というのがあり、優秀な中学生がそこのバイブルクラ
スで英語を勉強したという。この組合協会には若き日の伊
い
波は
普ふ
猷ゆう
（一八七六～一九四七、大正・昭和期の沖縄民族学者、初代沖縄県立図書館長） 、
比ひ
嘉が
春しゅん
潮ちょう
（一八八三
～
一九七七、昭和期の歴史学者）などが出入り、社会思想家の河上
肇はじめ
（一八七九～一九四六）が来球の折、この協会に立ち
寄った（ 『沖縄の教育風土記』 、一五五頁） 。
＊
一
　
戦前・戦中の沖縄における英語教育
明治以来の沖縄の教育は、 〝皇国民〟 （天皇が統治する国の民）をつくることを目的としていた
（
70）
。この傾向は沖縄にかぎらず、全国の小中学校、
実業学校、大学にまで及んだ。ことに軍国主義が台頭してくると、徴兵準備のための軍事教練が導入された。明治二十二年（一八八九）二月、大日本帝国憲法が発布されたことにより、天皇制絶対主義体制の基礎が確立した。旧憲法では、天皇は国家の元首であり、統治権を総
そうらい
攬（一手にに
ぎり、おさめる）し、神聖不可侵の現
あらひとがみ
人神であった。
また翌年、こんどは教育勅語が発布された。これにより、一且緩
かん
急きゅう
（危急）あるときは、君主に奉ずることが国民の本分であるとされた。つま
（72）155
り君主のためには忠義をつくし、自国を愛することが国民の義務とされた。
沖縄では、明治以来、本土（内地）への同化を強要された。同化教育、皇民化教育は異常なすがたで横行したという。たとえば、沖縄方言の使
用禁止、標準語励行運動がそれであった（ 『沖縄県の歴史』山川出版社、昭和
56・
5） 。
大正七年（一九一八）第一次世界大戦終結後、戦後の反動恐慌がおこった。日本は経済的基盤が不安定な国 あったから、世界的大恐慌の影響
をもろにうけた。政府による経済政策では経済危機を乗りきることができず、政府に代わる第二勢力として軍部が台頭してきた。昭和六年（一九三一）満州事変がおこったのを契機に、以後ますます軍需生産が拡大し、それが経済界 活気をよびもどす一因となった。が、それにより国民の生活はよくならず、かえって窮乏化し 。
昭和十二年（一九三七）日中戦争が じまると、わが国の教育は、戦時体制下への教育へと変っていった。昭和初期から大東亜（太平洋）戦争
が終結するまでの約二十年間に、沖縄の代表的な中学校や高等女学校で用いられた教科書や参考書が、上原義徳氏による最近の研究によって明らかにされてい 。
沖縄県立第一中学校…………（昭和三年［一九二八］～同二十年［一九四五］まで）
…………英語は、読本・英文法・英作文の三学科をおしえた。読本は『ニュークラウン・リーダー』 『ニューネイション・
リーダー』などを用い、上級生はエッセイを主とした副読本を夏休みの補習授業に『五十の有名な話』などを用いた。
沖縄県立第二中学校……………… 斎藤静編（
L
iving E
nglish R
eaders 冨山房） 、神田乃武編（
N
ew
 K
ing ’s C
row
n R
eaders 三省堂） 、本田平八郎編
（
N
ew
 G
ram
m
ar and C
om
position 全三巻、湯川弘文堂）などを用いた。副読本としては、小泉八雲作『怪談』 、
A
esop ’s F
ables などを用いた。
沖縄県立第一高等女学校……（昭和十七年［一九四二］～同十九年［一九四四］まで）
…………津田英学塾編（
T
suda E
nglish R
eader 積善館） 、青木常雄編（
G
irl ’s C
hoice R
eaders 開文館）などを教科書として
用いた。副読本は用いなかったようである。
長期戦の泥沼にはまりこんでいた日中戦争は、昭和十五年（一九四〇）になると、さらに戦線を拡大し、やがて国内では生活物質、軍需物質が
154（73）
琉球における英学発達小史
不足を来たした。政府は戦争経済体制を強化し、東南アジアへの軍事的進出（大東亜共栄圏構想）が国策として決定した。政府の南進策は、 〝孤島〟の歴史に苦 んできた沖縄県民にとって、精神的にも希望の光であったらしい
（
71）
。
昭和十六年（一九四一）十二月八日午前九時
―
新設の「沖縄ラジオ放送局（ＪＯＢＫ）は、臨時ニュースを流し、大東亜（太平洋）戦争がは
じまったことを島民 伝えた。戦況は緒戦においてこそ有利に展開したが、資材の欠乏、兵器の劣悪などにより、劣勢にむかった。戦局の悪化は沖縄の運命にも重大な影響をあ えた。沖縄は決戦体制下に入り、戦争末期には師範学校・中学校・実業学校・国民学校（小学校）の上級生まで勤労奉仕にかりだされ、地上戦にそな て陣地や飛行場や道路の建設 食糧増産や土はこび、材木の運搬に動員された。
日清戦争（明治二十七年［一八九四］～同二十八年［一八九五］ ）と日露戦争（明治三十七年［一九〇四］～同三十八年［一九〇五］ ）に勝利を
えた日本は、世界の三等国から一等国になった。明治四十年（一九〇七）首里や那覇の小学校でも英語が教えられることになった。日本の教育は、これから世界相手に生活できる人間をつくる必要があり、そのため も小学校の教員は、世界のことばである英語を勉強することが緊要である、という記事（子守山人「英語研究の必要」 ）を掲載し のは『 教育』 （明治
40・
6・
15付）であった。
昭和十二年（一九三七）七月
―
日本は中国と全面的な戦争に突入した（日中戦争） 。翌十三年三月『文藝春秋』 （事変第七増刊、昭和
13・
1）
に、藤村
作つくる
（一八七五～一九五三、大正・昭和期の国文学者、広島高師教授をへて東大教授）は、 「中学英語科全廃論」を発表した。この論文の
主旨は 現下の時勢は日本精神の発揚（ふるい起こすこと や日本文化 創造に注意しているのであるから、国民生活における英語 教育的価値の観点から 中等学校における英語を全廃せよ、といった提言であった。
中等学校で英語を学んでも、卒業後英語をじっさいの生活において役立てている者はない、という。英語をじっさい役立てている者は、英文タ
イピスト、外国書店の店員、印刷所の植字工、校正者、官署、図書館、会社などで る このような少数者のために、大多数者を犠牲にして英語を教えているという。英語全廃案は藤村 主張するところであるが、英語科処分の折衷案とし 、提言している は
―
一
　
時間割を削減する。
二
　
随意科目とする。
三
　
全廃にする。
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など三案であった。藤村論文は、大きな反響を呼んだ。英語教育にたいする世論の風当りはますます強くなっていった
（
72）
。
昭和十六年（一九四一）十二月、大東亜（太平洋）戦争がはじまると、英語は〝敵国語〟となった。戦時下の女学校における英語科の廃止論が
つよく出てきた。昭和十七年（一九四二）七月、文部省通達により、女学校の英語は随意科となり、さらに昭和十八年（一九四三）三月になると、選択科目となり、毎週三時間を超えてはならないことになった。そのため における英語教育を廃止するところも多くなった
（
73）
。
戦時中、英語を敵国語として軽視する風潮があったが、沖縄県立第一中学校のばあい、一中の教師らはそのような様子はなく、悪びれず淡々と
教え、また敵国語だからこそ英語はますます重要 のだと、勇気をもってはっきりいう教師もいた。しかし、戦況が悪化の一途をたどり、昭和十九年（一九四四）三月ごろから、生徒が陣地構築作業に駆りだされるようになると、沖縄県内の中学校と高等女学校の英語の授業は中止になった。ことに同年十月十日の那覇大空襲のあと、授業はほとんどなかったとされる（上原義徳「戦前における代表的な中学校・高等女学校四校の英語教育―
卒業生のアンケート調査を中心にして」 『日本英語教育史研究』第二一号所収） 。
しかし、当時敵性語とか敵国語といわれた英 は、戦時下南方の占領地（マニラ、シンガポール、ジャカルタその他）においてよく通じ、役立
つことがわかったのである
（
74）
。
昭和十九年（一九四四）六月、サイパン島に米軍が上陸し 約二十日間 激戦のすえ 数万人の犠牲者を出して陥落した。サイパンの陥落は、
沖縄の運命を予感させた。以後、日本本土はＢ
29の空襲にさらされることになった。沖縄は「本土防衛の防波堤」といったあらたな任務をあたえ
られ、地上戦を想定して、ぞくぞくと実戦部隊が移駐して来、またさかんに陣地が構築された。沖縄島民は全島要塞化の作業に根こそぎ動員された。
米軍は那覇港の前衛
―
慶け
良ま
間ら
諸島に上陸し、根拠地を確保したのち、昭和二十年（一九四五）四月一日
―
沖縄本島の中部西海岸（読
よみ
谷たん
山ざん
、
北ちや
谷たん
、嘉
か
手で
納な
）に上陸を強行した。このとき沖合い姿をみせた米軍は
―
、
艦船約一三〇〇隻。上陸部隊
―
陸軍・海兵隊あわせて七個師団
―
約一八万三〇〇〇人。
上陸部隊の背後の支援部隊
―――――
―約二七万人。
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であった。
上陸に先立って陸地めがけてすさまじい艦砲射撃がおこなわれ、約一〇万発の砲弾がうちこまれ、そのため海岸の風景は一変してしまった。一
方、沖縄本島を守る日本軍の兵力は、二個師団半、約一一万人であった。しかも、その三分の一は、現地召集の新兵、未訓練の補充兵であった（ 『沖縄県の百年』山川出版社、平成
17・
3） 。
沖縄守備軍は、アメリカの大艦船団に動転し、呆然として見守るだけで、なすすべがなかった。というより、はじめから米軍の上陸を阻止する
つもりはなく、持久戦に持ちこむ作戦を立てた。日本兵は地下のコンクリート陣地や洞窟などに身を潜めた（ 『太平洋戦争 聞』昭和
20・
4） 。日
本の主力部隊は南部地域に集中していた。米軍は、日本軍を南部と北部に分割させる〝沖縄を分断〟する作戦をたてた。 上戦は老女婦女子までまきこんで三ヵ月以上も戦われるのだが、日本軍と島民を島の南部へ おい込んだ。全島は阿
あ
鼻び
地獄と化し、軍人よりも一般住民の犠牲者のほう
が多かった。
筆者は沖縄戦について叙述することに強い圧迫感をおぼえる。それはあまりにもむごたらしい非道な事態であったから。昭和二十年（一九四
五）五月三十一日、那覇が占領された。防衛司令官・中島中将は摩文仁の壕内で自殺し 沖縄戦はおわった。沖縄戦における戦没者総数は、約二〇万人。その内訳は左記のようである。
日本兵（県外出身者）…………約六六〇〇〇人一般住民…………………… 約九四〇〇 人県出身の軍人・軍属 約二八〇〇
（
75）
人
沖縄戦により、伝統文化、史跡、市街もことごとく破壊しつくしてしまった。かつてドイツ人は、車窓から見える空襲を受けた町をみて、感慨
深げに
 k カプットaputt （破壊された）とつぶやいたが、まさに沖縄も残ったものといえば廃きょだけであった。
そのむかし、うっそうとした樹林の中にそそり立っていた首里城、古さびれた円覚寺 蓮池の弁財天、宏荘典雅な琉球王の邸宅など、ことごと
くこの地上から消えた。 「古都首里は今、ありし日の面影をしのぶ健全な古文化財の一片さえ見当らな 」という（花城清用「砲煙の洗礼受けた
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首里の今昔」 『うるま新報』所収、昭和
25・
1・
1付） 。
やがて渇望した平和がおとずれた。昭和二十年八月十五日の正午
―
天皇はラジオを通じて戦争が終結した旨の詔
みことのり
書を発したからである。天皇
はアジア各地に駐屯する全日本軍にすべての軍事行動を中止し、連合国の最高司令官の命令に服すよう詔書を発した。一国の陸軍の大部分が、戦わずして降伏したことは、戦史に前例のないことであった。日本が降伏した は、原子爆弾の被害が甚大であったこと、食糧・ガソリン・武器・艦船など、戦争を遂行するうえで必要なも のすべてがこ渇していたからである。
沖縄人にとっては当然予想できた敗戦であった。米軍に投降した島民は、米軍の保護下におかれ、命だけは助かった。収容所に入れられた島民
は、これからの沖縄がどうなるのか、生活やことばがどうなるのか、いろ ろ不安にさいなまれたようである。 、米軍が沖縄に上陸を敢行して数日後の昭和二十年四月五日「ニミッツ布告」によって、その運命がきまっていた。沖縄は日本本土から行政分離され 民族分断され、アメリカの施政権下に置かれることになっていた。
＊
一
　
戦後の米軍統治下における沖縄の英語教育
杜甫（七一二～七〇、唐中期の詩人）の「春望詩」は、 〝国破れて山河あり〟という これは戦乱のために国は滅び、もとの姿はなくなったが、
山や川だけはむかしのまま、あたり 自然は往時のままである、といった意である。 、沖縄全島は米軍の爆撃と砲火のために、地形がすっかり一変した。戦火により土や草木 家屋などがすっかり焼け尽くされ 戦後の沖縄は、内地の都市とおなじように荒涼とした焼けあとのがれきと塵じん
界かい
のなかから出発した。沖縄では町のなかに草ぶき屋根、トタン屋根のみすぼらしい家並みが建つようになったのは、終戦からしばらく時が経
ってからである。
戦中・戦後の沖縄の教育は、収容所のテントの中や露天学校、馬小屋教室、カマボコ形学校からはじまった。英語教育も県内の各所にある収容
所からはじまった
（
76）
。それはテキストなしにはじまったもので、誰かが生きてゆくために最少限度必要なアルファベットや英単語などを教えたもの
らしい
（
77）
。沖縄南部でまだ激戦がつづいていた昭和二十年五月
―
米軍は石川市（沖縄島東海岸
―
金き
武ん
湾に面する）に、小学校（ 「石川学園」 ）を
設置した。開校当初の児童数は七九〇人、二ヵ月後には二三〇〇人、終戦後の 月には四五〇〇人余までになった。このうち八五〇人が戦災孤児
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であったという
（
78）
。
戦後の沖縄では、生活苦、敗戦による挫折感
（
79）
から教職を離れる者が多く、まず教員不足が深刻であった。沖縄では昭和二十年から同二十五年
（一九五〇）ごろまで、慢性的飢餓状態におかれていた
（
80）
。敗戦の翌年
―
昭和二十一年（一九四六）一月十日
―
米軍政府の主導により「沖縄文
教学校」 （昭和
25年に廃校）が、ついで同年八月には「沖縄外国語学校」が設立された。前者は教員を養成するための学校であり、後者は英語教
師や翻訳者を養成するのが主な目的として設けられた。
ついでつぎのような英語学校がつくられた。が、これらの学校は短命であった。
昭和二十二年（一九四七）四月…………宮古英語教員養成所昭和二十五年（一九五〇）四月…… 糸満英語学校
（
81）
戦後の沖縄の教育課程にお て英語はどのように取りあ かわ のであろうか。沖縄文教部は、昭和二十一年（一九四六）二月、文教時報第一号を出し、英語を初等学校（小学校）から必修にした。
第一学年～第四学年まで…………一単位第五学年～第六学年まで…… 二単位第七学年と第八学年………… 三単位
同年九月から、第一学年から第四学年まで 英語の時間数が二時間となった。初等学校（小学校）における必修科目 英語 、昭和二十九年
（一九五四）に廃止になった
（
82）
。
初等学校で英語を教えるにしても教科書が必要であるが、終戦後の昭和二十一、 年（一九四六、四七）ごろ まだちゃんとしたものはなく、
教科書なしで、またあってもガリ版刷の簡単なものを使ったようである。具体的に えたものは、やさしい英会話
―
「“
G
ood m
orning ”, “G
ood 
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by ”, とか、体の部位
 head, nose, shoulder, leg などを生徒といっしょに唱和した
（
83）
。昭和二十五年（一九五〇）ごろになってから、 『英語のエホン』
と『英語読本』といったテキストが使われたようである。
昭和二十三年（一九四八）九月
―
米軍政府の意向をうけた民政府は、英語のできる職員には五％～一〇％の手当が支給されることになった。
じぶんの英語で用が足せる者は一級。それに近い者は二級。また英語のできる教職員は、学校の内申で優遇されることになった（ 『沖縄事始め・世相史事典』月刊沖縄社、昭和
58・
12） 。
昭和二十三年三月
―
沖縄において六・三・三制度が導入され、小学校において英語を必須科目として学ばせた。
第一学年～第三学年…………週に二、三時間第四学年以上…………… 週に三、四時間
しかし、二年後の昭和二十五年（一九五〇）になると
第一学年～第二学年…………週に一時間第三学年～第四学年…… 週に二時間第五学年～第六学年…… 週に三時間
といった風に変更され、のちに小学校における英語教育は時機尚早、生徒 とって負担が大きいといったような理由から廃止になり、内地なみに中学校から学ぶことになった（亀川正東『沖縄の英学』研究社、昭和
47・
7、二〇九頁） 。
戦中・戦後の沖縄の英語教育は、収容所の中から始まったものだが、嘉手納米第三十二航空部隊では、沖縄戦が終った昭和二十年七月八日より
八週間の予定で沖縄人の英語力向上をはかるために、 「英語講習会」を開き
（
84）
、その後も諸処方々において私塾・講習会・受験塾・英語学校などが
設けられた。米軍将校の夫人らが講習会や中学や高校で英会話の教授を無報酬で買って出るケースが多かった。おそらく軍政府の英語普及の指導
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があったものであろう。
昭和二十五年（一九五〇）五月
―
連合軍総司令部の方針にもとづいて沖縄軍政府は、首里に「琉球大学」を創設した。同大学の英語学部（英
語英文学科）は、教員・学生数は他学科よりもはるかに規模が大きかった。琉球大学が開学したことにより、沖縄文教学校と沖縄外国語学校は、四年四ヵ月で廃校になった。両校の卒業生は、一七〇四人であった（下地玄毅「戦後沖縄の英語教育史概観」 ） 。
琉球大学の「英語学部」は、昭和二十七年（一九五二） 「語学部英語専攻」と改正された。昭和二十九年から同三十三年（一九五四～一九五
八）にかけて、アメリカの大学に留学し英米文学・英語学・言語学・英語教授法などを専攻して帰国した新進気鋭の教官らは、琉球大学の英語英文学科に赴任し、アメリカ学派の雰囲気をつくりだし、特異な時代をつくるのに貢献した（下地、前掲論文） 。
昭和三十年代に、沖縄の中学校・高校の英語の時間に、日本人教師に協力して、無報酬で生徒の英語能力の向上につとめる「ボランティア・テ
ィーチャー」制度が導入され、日本復帰 ころまで づいた 教師役をつとめたのは、アメリカ軍人、軍属の夫人たちであった
（
85）
。
　
昭和三十八年（一九六三）三月
―
那覇市当蔵の竜潭池畔に「英語センター」が設立され、翌年五月から開所した。これ 米国高等弁務官が約
十三万ドルを投じてつくった施設である。同センターを作った目的は、中 高の英語教員 研修、琉球政府職員や一般社会人、基地ではたらく者たちのための講座を開くことであり、さらに に留 する者たちに適応指導をおこなうためであった。
沖縄住民は長いあいだ高等教育機関である大 をもつことを夢み そ 悲願を達成し、 「琉球大学」の設立をみた。が、こ は官立のものであ
った。やがて私立の短大、大学などを望む世論も高まり、昭和三十年代から同四十年代にかけて、つぎのような学校が設立された。
昭和三十一年（一九五六）…………財団法人嘉数学園昭和三十二年（一九五七）…… 沖縄キリスト教学院短期大学（首里当蔵町、英語科、保育科、キリスト教学科）昭和三十 年（一九五八）…… 沖縄短期大学（のち廃止され、沖縄大学の短期大学部となる）昭和三十四年（一九五 ）…… 琉球国際 ゴザ市山里）昭和三十六年（一九六一）…… 沖縄大学昭和四十年（一九六五）……… 沖縄商業英語学校（米国高等弁務官府によって設立。英語教育に重点をおいた）昭和四十一年（一九六 ）… 沖縄女子短期 （那覇市 場、英語商業科、家政科、児童教育科）
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注（
1）比
ひ
嘉が
春しゅん
潮ちょう
著『比嘉春潮全集
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あとがき沖縄における英学史に関する体系的な研究は、こんにちほとんどみかけない。ある程度すでにやられていることがその理由のひとつと考えられ
るだけでなく、いま新しい材料を得て、新たに稿をおこすこと自体ひじょうにむずかしいからである。しかし、学問や研究は、たえまなく、どんどん進歩をつづけ とどまることはない。沖縄の英学については、その史的伝統や戦前・戦後の英語教育の側面などからこれまでにいろいろ研究されてきた。しかし、その数はけっして多 とはいえない。筆者が日本列島南西端に位置するこの島の英学発達史に興味を抱くに至ったのは、先進の諸研究にふれ、啓発をうけたことにもよるが、別の理由としては、すこしづつ蒐集した西洋人が描いた琉球関係の欧文献がだいぶたまったことによる。
先覚による諸研究にみちびかれ、また諸機関が収蔵する資料や参考文献に接することにより、筆者の構想はしだいに煮詰まり、改めて沖縄にお
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たとえがあるように、人のまねをして、同じようなことを書い もまったく意味がない とである。そのため、非力ながらできる限り新味を出すことにつとめたつもりである。
琉球にはその長い王朝を通じて、洋学（ヨーロッパ風の学問）や西洋語をまなぶ伝統はなかったし、幕末江戸に設けられた蕃書調所のような教
育機関や洋学塾、また長崎にあったような洋学校のたぐいは存在しなか た。琉球のおもなる貿易相手は、中国や東南アジア諸国であり、中国語は早くから交易や意志伝達の手段 して用いられ発達をみた。が、西洋語の学習はずいぶん立ちおくれ いたと ってよい。
とくに本稿の中心テーマである英学
―
英語の伝来とその学習
―
の端緒をひらいたのは、一九世紀初頭から中葉にかけて相ついで琉球諸島を
訪れた欧米の探検船や軍艦、商船などであった。したがっ 沖縄の英学の伝統 いっても、せ ぜい二百年ほどのものである。琉球において英語をはじめて学び、それをじっさいの場で使ったのは、唐通事とか官話通事と呼ば 通訳であった。かれ 来球した西洋 軍人や船乗りらから英単語やみじかい文章を習い覚えることから英語の学習をはじめたのであり 教場で教師から教材を通じて習ったものではなかった。要する 、唐通事らの英語は、聞きかじって学んだも であっ 。しか 、短 期間 異能 発揮して学んだものであり、長足 進歩をとげた。
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話したことは稀有のできごとであった。
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1
屋良座城
辻原墓地
臨海寺
那覇里主館
護国寺
聖現寺
泊高橋 泊
村
外国人墓地
西
フローレンス艦長が
「小要塞」と呼んだ
ところ。現存しない。
ペリー提督らを
招待したところ。
現存しない。
バジル・ホール艦長
らの送別会が催された寺。
またギュツラフ師らが
案内された寺。現存しない。
宣教師ベッテルハイム夫妻の居住地
現存するが当時のものではない。
英水夫ウィリアム・ヘアズの埋葬地。
ペリー艦隊の乗組員も同墓地に葬られた。
北
東
南
クリフォード少佐が写生した
“泊高虹”のこと。もと木橋，
尚貞 32 年（1700）石造アーチ橋に
改修したが，現存しない。
学校所（公館）
（村の学校と役所を
かねたもの）。
現存しない。
俗称「天久之寺」。現存するが当時のもので
はない。
フランス人宣教師フェレとフルリの居住地。
またペリー艦隊用の宿泊所。
あ め く
はし
???
明治初年の 那覇 の地図に筆者が手を加えたもの。
